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文序

大阪府の北東部に位置する大東市は、東部に飯盛山を含む生駒山系が南北に連なり、西部

では古くに河内湾、河内湖、また江戸時代の中頃までは深野池という大きな池があり、山と

海・池などに縁取られた多様な地形環境のなかで古来より豊かな自然を有していました。

そのような環境のなかで先人達は個性ある歴史、また豊かな文化を育んできました。そ

して、その名残である遺跡、石造物など、いわゆる文化財も数多く残されています。

この度、報告することになりました中垣内遺跡は昭和34年以来、数回にわたつて調査

が実施されていまして、徐々にではありますが、遺跡の実態が明らかにされています。

今回の発掘調査では弥生時代の集落跡が顕著に確認され、これまで弥生時代の代表的な

遺跡と言われながらも、やや名前だけが先走りしてきた感があつただけに、今回の調査成

果は中垣内遺跡の歴史的価値を再確認するとともに、また鍋田川流域を中心とした古代の

大東市を復元するうえで、たいへん貴重な成果を得ることができたと思われます。

今後、これらの成果を市民共有の財産として活用していくと共に、本報告書が本市の歴

史や文化を知る基礎資料として活用され、歴史や文化財に対する理解を深めるための契機

となれば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査および整理作業の費用負担をはじめ多大なご協力を賜り

ました関西電力株式会社をはじめ、お世話になりました関係機関。関係各位に厚くお礼申

し上げます。

また教育委員会では、今後とも先人より受け継いできた貴重な文化財を大切に保存し、

未来を担う次世代に託したく努力する所存でありますので、市民の皆様方におかれまして

は今後とも本市の文化財保護行政にご理解、ご協力賜りますよう心よりお願い申し上げま

丸

平成 16年 3月

大東市教育委員会

教育長 中 口  馨
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1。 SP― A242(西 より)         2.SP― A275(東 より)
図版22 遺構 (22)

1.SP―A277(南 より)         2,SP― A2136(北 西より)
図版23 遺構 (23)

1。 第 3-a遺構面全景 (南より)       2.第 3-a遺構面全景 (西より)
図脱 4 離   (24)
1.第 3-a遺構面全景 (東より)       2.第 3-a遺構面 。A区北西部 (南西より)
図版25 遺構 (25)

1.第 3-a遺構面 。A区南西部 (南東より)   2.第 3-a遺構面・A区南東部 (東より)



図版26 遺構 (26)

1.第 3-a遺構面・ B区 (北東より)      2。 第3-a遺構面 。C区 (西より)
図版27 遺構 (27)

1.SK― A302(南 より)          2.SK― A303(北 西より)
図脱 8 離   (28)
1,SK― A303遺 物出土状況 (北東より)   2.SK― A304(西 より)
図版29 遺構 (29)

1.SK―A306(北 より)          2,SK― A308(西 より)
図版30 遺構 (30)

1.SK― A309(西 より)          2.SK― A310(南 西より)
図版31 遺構 (31)

1,SK― A330(南 より)          2.SK― A333(北 西より)
図版32 遺構 (32)

1,SK― B305(西 より)          2.SK― C314(南 西より)
図版33 遺構 (33)

1.SX― A301(南 東より)         2.SX― A302(東 より)
図版34 遺構 (34)

1.SP― A321 柱根             2,SP― A391 柱根
図版35 遺構 (35)

1。 SP―A375 根石             2.SP― B324 根石
図版86 遺構 (36)

1.第 3-b遺構面全景 (南より)        2.第 3-b遺構面全景 (西より)
図版37 遺構 (37)

1.第 3-b遺構面全景 (東より)        2.第 3-b遺構面・A区北西部 (南西より)
図版38 遺構 (38)

1.第 3-b遺構面・A区南西部 (西より)    2.第 3-b遺構面・A区・C区 (西より)
図版39 遺構 (39)

1.第 3-b遺構面・B区 (南東より)      2.第 3-b遺構面 。C区 (西より)
図版40 遺構 (40)

1。 SD―A301(南 西より)         2。 SD― A301断 面 (南西より)
図版41 遺構 (41)

1.SD―A301遺物出土状況 (南より)    2.SD― A302(南 西より)
図版42 遺構 律2)

1.SD―A302断面 (南西より)       2.SD― A302遺 物出土状況 (南西より)
図版43 遺構 建3)

1.SD―A303(南 より)          2,SD― A303遺物出土状況① ●ヒより)
図版44 遺構

“

4)

1,SD―A303遺物出土状況② (北東より)  2,SD― A304(北 より)



図版45 遺構 僻5)

1,SD―B302(西 より)
図版46 遺構 (46)

1.SD―B302遺 物出土状況 〔上層〕
2.SD― B302遺物出土状況 〔上層〕
図版47 遺構 (47)

1。 SD― B302遺物出土状況 〔下層〕
図版48 遺構 (48)

1,SD― C301(南 より)
図版49 遺構 律9)

1.SD― C302(南 より)
図版50 遺構 (50)

1.SD―C302遺物出土状況 〔下層〕
図版う1 出土遺物 (1)

図版52 出土遺物 (2)

図版53 出土遺物 (3)

図版54 出土遺物 (4)

図版55 出土遺物 (5)

図版56 出土遺物 (6)

図版57 出土遺物 (7)

図版58 出土遺物 (8)

図版59 出土遺物 (9)

図版60 出土遺物 (10)

図版61 出土遺物 (■ )

図版62 出土遺物 (12)

図版63 出土遺物 (13)

図版64 出土遺物 (14)

図版65 出土遺物 (15)

図版66 出土遺物 (16)

図版67 出土遺物 (17)

図版68 出土遺物 (18)

図版69 出土遺物 (19)

図版70 出土遺物 (20)

図版71 出土遺物 (21)

図版72 出土遺物 (22)

2.SD一 B302断面 (西より)

① 錬より)

②

①

①

2。 SD― B302遺物出土状況 〔下層〕②

2.SD― C301遺物出土状況 (北西より)

2.SD一 C302遺物出土状況 〔上層〕

2.SD一 C302遺物出土状況 〔下層〕②



第 1章 調査に至る経緯

中垣内遺跡は昭和 34年に関西電力株式会社東大阪変電所建設の際に発見された遺跡である。それに伴

う緊急調査が一部実施されており、限られた条件下の調査であったにもかかわらず竪穴住居跡などを検

出し、また弥生土器など大量の遺物が出土したことから、当時においては弥生時代の集落遺跡として多

大な評価を得た遺跡であつた。

その後、長年にわたり発掘調査の機会には恵まれなかったが、昭和 62年の大阪産業大学の校舎建設に

伴う調査を皮切りに、昭和 62年～平成元年にかけては変電所敷地内における4ヶ所の調査など、現在に

至るまで昭和 34年の調査を含めば、合計 11次にわたる調査が実施されている。その結果、遺跡として

は集落を中心とした縄支時代から近世に至る複合遺跡との性格が与えられているが、大東市域では現在

においても弥生時代を代表する遺跡となっている。

今回の調査は、関西電力株式会社大阪北支店により架空送電線鉄塔の増強工事の事業計画がなされた

ことによる。この事業計画は生活水準の向上、都市機能の高度化および産業の発展などにより電力需要

が年々増加の傾向を示し、将来において電力供給不足の状態が懸念されることから、大阪府東部地域な

どに電力供給している東大阪変電所の電力容量を増やすこととなり、そのため奈良県生駒市北田原に所

在する新生駒変電所から東大阪変電所に至る一部送電線 (東大阪新生駒線)鉄塔を大型化するため建替
えを行うというものであった。

これらの計画のうち大東市域においては 10基の鉄塔が対象であつたが、特に東大阪変電所が中垣内遺

跡内に立地することが周知されていたこともあり、関西電力株式会社大阪北支店より本市教育委員会に

当該事業における埋蔵文化財の取り扱いについての事前協議の申し入れがあつた。

本市教育委員会では、事業対象である各鉄塔のうち5基が遺跡内を占め、残りの 5基が本市で指定す

る遺跡周辺地域を占めることから、前者については各鉄塔別に文化財保護法第 57条の2に基づく届出の

提出を求めるとともに、工事によつて遺跡の損壊が想定される場合には工事の設計変更による現状保存

または発掘調査が必要である旨を伝えた。また後者については試掘調査の実施の必要性を伝え、遺跡が

発見された場合には同様の処置が必要である旨を伝えた。結果、事前の範囲確認調査及び試掘調査に関

しては本市教育委員会が実施することで合意を得た。

以上の協議を経て、まず当該事業における東大阪新生駒線 No.24号と呼称される鉄塔が対象とされた。

文化財保護法第 57条の2に基づく届出は平成 3年 ■月 1日付で提出され、以下、諸手続きを経て平

成 4年 2月 18日 に本市教育委員会が範囲確認調査を実施した。その結果、遺物を多量に含んだ包含層を

確認するなど遺跡の広がりが確認されたことから遺跡の保存に関して協議を行つたが、事業内容の特殊

性もあり計画変更は困難であるとのことから発掘調査を実施することで合意した。

その後の協議において、発掘調査の実施については本市教育委員会に依頼がなされたことから、さら

に調査に関する具体的項目について協議がなされ、結果、平成 4年 6月 11日付で「埋蔵文化財発掘調査

に関する覚書」が交わされるに至った。

調査は既設鉄塔部分を除いた鉄塔拡幅部分 373.45だ、及び鉄塔大型化に伴い地中配電線を移設する必

要が生じたことによるその移設部分302.63だ、合計676.08∬を対象に、平成4年 6月 22日から開始し、

同年 10月 30日 に終了した。
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第 2章 遺跡の位置と環境

中垣内遺跡は大阪府大東市中垣内一帯にかけて所在し、

南北約 850m、 東西約 l kmの範囲を持つと推定されてい

る遺跡である。これまで数次にわたつて調査が行われて

おり縄文時代から近世にかけての複合遺跡であること

が明ら力Wこされている。特に弥生時代の集落跡としては

有名である。

地理的には、鍋田川によつて形成された扇状地とその

西方に広がる沖積地にかけて立地している。

以下、周辺の遺跡を中心に歴史的推移を概観する。

(旧石器時代)

中垣内遺跡からナイフ形石器が出土している。しかし、

昭和34年における採集のため、出土状況など詳細は明ら

かでないが、この時代の遺物としては現在のところ市内

唯―のものである。

徹 嗽 〉

集落を示すような具体的な遺構は検出されていない

ため、様相については明らかではない。唯一、中垣内遺

跡で中期後半の上坑状の遺構と推測されるものが確認さ
第 2図 大東市位置図

れているのみである。遺物では、北条遺跡、宮谷古墳群で草創期の有舌尖頭器などが出土・採集されて

いる他、土器では包含層等からの出上ではあるが主に扇状地及び周辺の遺跡から早期末～前期初頭の可

能 l■のある土器片から晩期に至るまでほぼ全時期を通して見受けられる。

そして、磨耗を受けず比較的残りの良好な遺物も多いことから丘陵、扇状地などに集落跡の存在した

可能性は十分あると考えられる。

(弥生日朝母

この時代から市域においても遺構を伴う遺跡が多数確認されるようになる。前～中期の集落跡が確認

された中垣内遺跡、北条西遺跡、後期の竪穴住居を検出した北条遺跡などがある。また、中垣内遺跡の

東に位置する鍋田川遺跡では後期のまとまった遺物が出上しており、当時の集落の動向を考えるうえで

も重要な遺跡であることが明ら力載こなりつつある。

(誡F状〉
碧時、河内湖東岸に位置していた市域においても多数の集落が営まれるようになり、前期では鍋田川

遺跡、中～後期にかけては北新町遺跡、メノコ遺跡などがある。特に特徴的な様相としては初期須恵器、

韓式系土器、鳥足文を施した陶質土器の出土など渡来系的な影響の強い遺物が目立ち、先に述べた河内

湖東岸という地勢的環境からも頷けるものである。

古墳に関しても多くの古墳、古墳群が周知されているが、残念ながら詳細の解らないものが多い。そ

の中において城ヶ谷遺跡、北条遺跡、宮谷古墳群、堂山古墳群で古墳の調査が行われている。特に堂山

古墳群では三角板皮綴短甲、衝均付冑、鉄刀、鉄鏃など多量の鉄製武器、武具類が出土していることか
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ら当時の有力な首長墓と考えられており、当時の社会を考えるうえで貴重な成果をあげている。

(古代〉

奈良時代では北新町遺跡、剖 H遺跡で集落が確認、推測されている。特に北新町遺跡では人面墨書土

器が出土し、また剖 II遺跡では「白麻呂」と墨書された土器が出土するなど、官衡的集落の存在が推定

されている。

平安時代では寺川遺跡で集落跡が確認されている。特に、直径 lm程の本を割り貫いた井筒などは注
目され、また河川跡からはウマの骨が一体復元出来るほどの出上があり、通常の集落とはかなり違う様

相を示している。

(中世)

北新町遺跡で 12～ 13世紀を中心とした集落跡、御領遺跡で 13～ 14世紀の集落跡が確認されており、

市域における中世の様相も明ら力Wこされてきている。また、城跡に関しても、戦国武将、三好長慶の飯

盛城、その支城とされる野崎城、キリシタンで有名な三箇サンチョの三箇城などが知られている。ただ、

考古学的には飯盛城において発掘調査がわずかに実施されているのみで残念ながら詳細は明らかにさ

れていない。

(近世〉

大阪城の築城、また江戸幕府による再築の際、石垣用石材の供給地であった石切場跡や、宝永元年

(1704)の大和川付け替えに伴い新田開発が盛んになるが、その管理施設であつた平野屋新田会所などが

ある。

また西諸福遺跡では深野池、新開池とは別の池と推定される遺構が検出されており、備前精鉢、壺、

美濃窯系天目茶碗、胎土目唐津窯系皿、堺橋鉢、石臼などの陶磁器類がまとまって出上している。

(引用・参考鮒

大阿菅史編集専門委員会 1991年  『大阪府史』男lle大阿特
大東市教育委員会 1973年  『大東市史』
大東市教育委員会 1987年  『ミ刃II・ 北条遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第1集
大東市教育委員会 1989年  『大東市埋蔵文化財発掘調査概報』大東市埋蔵文化財調査報告第3集
大東市教育委員会 1990年  『城ヶ谷遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第6集
大東市教育委員会 1997年  『中垣内遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第■集
大東市教育委員会 1997年  『ギ刃I腱助瑳掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第 13集
大東市教育委員会 1998年  『メノコ遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第14集
大東市教育委員会 1999年  蜘 大東市埋蔵文化財調査報告第15集

大東市教育委員会 2000年  陣堀籍鍵動暁掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第17集
大東市教育委員会 2004年  『中垣内遺跡』大東市埋蔵文化財調査報告第21集
大東市教育委員会 2002年  同日平野屋新国会所屋敷と建物』大東市文イ的 告書

大東市北新町遺跡調査会 1986年  同院W礎翔膀麹次発掘調査概要報告書』
大東市北新町遺跡調査会 1991年  同陽W腱初院 2次発掘翰 鵠 』

大東市ヨω  1997年  岡跳W確翔際 3次発掘調鞠 告書』

大阿帷 員会 1993・ 1994年  『堂山』灘刺 大阪府文イ鰤 査報告書第四五輯
中進健‐ 1995年  「大東市・北条西遺跡 03。 1次譴 」 『まんだ』第二十六号
黒田淳 1988年  「大東市 “宮谷古墳群の調査"」  『まんだ』第二十五号
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l 中垣内遺跡  2 鍋田川遺跡
7 峯垣内遺跡  8 市水道寺川配水場古墳
12 城の越古墳  13 堂山上遺跡
17 +林寺古墳  18 寺川古墳群
22 寺川浜遺跡  23 野崎条里遺跡

元粉遺跡    4 若宮遺跡
瓦堂遺跡    10 福蓮寺古墳
堂山下古墳   15 堂山古墳群
大谷神社古墳  20 寺川遺跡
中垣内東遺跡  25 若宮東遺跡

福蓮寺遺跡   6 メノコ遺跡
城の越上の段古墳

六地蔵古墳

大谷古墳群

第3図 周辺遺跡分布図
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第 3章 調査の方法

今回の調査区は既設の鉄塔の撤去と併行して大型の鉄塔を設置するといつた工法によるため、調査時

においては既設の鉄塔が遺存する状況であつた。その状況から派生する諸事情のため、鉄塔拡幅部分に

ついては2ヶ所に分断されることになり、地中配電線移設部分を含め合計3ヶ所の調査区になることか

ら、鉄塔の2ヶ所の部分をそれぞれA区、B区とし、移設部分をC区とした。

掘削については、盛土、旧耕作土、床土までを機械掘削の対象とし、以下、包含層については層位ご

とに人力による掘削を行つた。そして、それぞれの層位面において遺構の確認を行いながら、地山面に

至るま刊 I頂次繰り返した。

遺構の平面実測については、変電所内ということもあり、また送電線等が走ることからクレーン、ヘ

リコプターなどによる空中写真測量は不可能であつたため、すべて平板測量で実施した。また必要に応

じて遺構平面図・断面図・遺物出土状況図を適宜作成した。

調査区の区割り設定については、調査区付近においてA、 B、 C区をバランスよくカバーできるよう

に考慮しながら任意の地点を決め、それを基点に国土座標第Ⅵ系による座標を使用して調査区全体を束

西南北それぞれ 5mごとに座標軸を順次配しながら囲み、調査区内に5m四方の区画を設定した。各区

画の呼称については南北座標軸に西端を起点として算用数字を順次付し、また東西座標軸については北

端を起点としてアルファベントを順次付すことにより各交点を記号化し、その北西隅の交点を用いてい

る (第 4図 )。 また、水準についてはT,P。 (東京湾平均海面値)を使用している。先に述べた遺物出

土状況など各種記録作業、また包含層などの遺物の取り上げについては、すべてこれらの基準に基づい

ている。また、報告書の記述においても同様である。

遺構番号については調査区毎、および遺構検出面ごとに付与しており、それらの各区名、各遺構面を

示す数字は遺構番号の頭に冠している。

写真撮影については、写真撮影用の足場を安全上建てることができなかつたので、調査区広域を対象

とした撮影には関西電力が工事の際に使用するバケット車を使用した。特に調査区全域を撮影する場合

には変電所内施設を利用したため、その際は関西電力の職員が撮影を実施した。撮影には6× 7の中型

カメラによるモノクロ撮影、35 mm/Jヽ型カメラによるモノクロ、カラーそれぞれにおいて撮影を行い、ま

たスライドの作成も行つている

また、今回の調査では弥生時代集落の遺跡であることから石鏃などの石製品や石屑が多量に包含され

ていることが想定されたため、遺構の埋土、包含層掘削土のすべてを採取して水洗作業を実施しその抽

出に努めた。しかし、諸般の事情から調査と平行してその作業を終える必要があつたため、石製品以外

のその他微細な遺物、骨、種子などの抽出については実施することができなかった。

-6-
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第 4章 調査成果

第1節 基本層序
今回の調査では3面の遺構面を確認した。基本的層序については以下の通りである。

第 I層 盛亀 層厚 0.5m。 現況でT,P.+4.8mを測る。
第Ⅱ層 灰緑色土。層厚 0.2～ 0。 3m。 調査区西半部に認められた。
第Ⅲ層 茶褐色土。層厚 0.2～ 0。 3m。 調査区東半部に認められた。
第Ⅳ層 灰黄～灰白色砂。層厚 0。 1～ 0。 2mo A区東半部、B区南半部に認められた。
第V層 黒褐色～黒灰色土。層厚 0.2mo C区西半部を除き、ほば全域に認められた。弥生時代中期の
包含層である。第 1遺構面のベース面をなす。

第Ⅵ層 暗緑灰～暗灰緑色上。層厚 0。 2～0.3m。 第 2遺構面のベース面をなす。
第Ⅶ層 淡灰緑色シル ト。層厚 0。 lm。 いわゆる地山層である。第 3遺構面のベース面をなす。

第 2節 第 1遺構面

第V層をベース面として、溝、土坑、ピットなどを検出した (第 13図 )。 標高はC区東側が最も高く、
T.P.+4。 5m測り、またC区西側が最も低くT,P.+3.9mを測る。A、 B区は若干、西に向かつて傾
斜する傾向があるが、概ねT.P.+4.2m前後である。

1.溝

〔A囲
12条を検出した。ほぼ東西南ゴBこ走るものであり、規模からみて鋤溝など耕作に伴うものと考えら

れる。遺物は瓦器、瓦質土器、須恵器、土師器などが出土しており概ね中世に比定できる。

〔C区〕

22条を検出した。ほぼ南北に走るものが多数を占めている。A区の溝と同様、規模からみて鋤溝な
ど耕作に伴うものと考えられる。遺物は瓦器、瓦質土器、須恵器などが出土しており概ね中世に比定

できる。

2. 土笠尤

〔C区〕

SK― C101(第 11図 )
F7区で検出した。ほぼ楕円形を呈し、規模は長径約 0,9m、 短径約 0.6m、 深さ約 0。 2mを測る。
埋土は黄褐色砂質上である。遺物は土師器が出上している。

SK― C102
F6区で検出した。 SK― C103を 切る。調査区外に広がるため形態は明らかでないが、ほぼ隅
丸の長方形を呈するものと思われる。規模は幅約 0。 9m、 深さ約 0.09mを測る。遺物は須恵器が出土

してヤヽる。

SK― C103
F6区で検出した。 SK― C102に 切られる。ほぼ楕円形を呈し、規模は長径約 2.lm、 短径約

0。 7m、 深さ約 0,15mを測る。遺物は須恵器が出土している。

SK一 C104(第 12図 )
F5区で検出した。溝に切られる。深さ約 0.06mを測る。遺物は出土していない。

-3-
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1盛土
2茶灰色砂質土
3灰色土混じり灰茶色シル ト
4暗茶褐色土 (暗灰色上のブロックを含む)
5暗灰色砂質土
6暗茶褐色土混じり暗灰黒色粘質土
7黒褐色土
8暗灰緑色土
9灰緑色シル ト
10灰黄色粗砂
11黒褐色粘質土
12黄褐色砂質土
13灰黄色微砂
14灰白色細砂
15暗灰色砂質上
16暗灰色粘質土
17暗灰黒色砂質土
18暗灰色上
19暗灰緑色砂質土
20暗灰色砂質土
21黄灰粗砂
22灰色土
23灰緑色土
24灰緑色砂質土
25黒褐色粘質土
26暗灰色砂質土
27灰黄色粗砂
28褐黄色土
29茶褐色上
30茶褐色砂質土
31暗灰色粘質土
32灰色砂質土
33灰緑色微砂
34灰色粘土
35黄褐色上混じり灰色土
36灰緑色砂質土
37黄灰色砂質土
38暗緑灰色粘質土
39黄灰色粗砂
40暗灰色粘質土
41淡灰緑色シル ト (黒色の斑点を含む)
42灰白色砂
43緑灰色粘質シル ト
44灰青色砂質上
45黒灰色土まじり灰色上
46暗灰色粘質土 (焼上、炭等を多量に含む)
47淡灰緑色砂

48緑灰色土混じり褐黄色土
49暗灰緑色砂質土
50暗灰色粘質土
51暗灰色粘質土
52緑灰色微砂
58暗緑黄色砂質土
54暗灰緑色土 (黒灰色上を含む)
55灰 白色砂
56暗灰緑色粘質上
57暗灰緑色砂質土
58暗緑灰色砂質土
59暗緑灰色粘質シル ト
60暗灰色砂
61灰緑色シル ト
62黄灰色粗砂混じり暗灰緑色土
63淡灰緑色シル ト (黒色斑点)
64暗灰黄色粗砂
65暗灰青色粘質土
66暗灰黒色粘質土
67淡灰青色砂質土
68淡灰青色砂質土
69暗緑黄色粗砂混じり上
70灰色砂質土
71黒褐色粘質上
72黒色上混じり暗灰緑色砂
73淡灰青色微砂
74淡灰青色砂質土
75淡灰青色砂質土
76暗灰黒色砂質土
77灰青色砂
78暗灰黄色砂
79灰色砂質上
80灰緑色砂質土
81灰色粘質土
82灰 白粗砂と暗灰色粘上の互層
83黒色粘質土
84黄灰色砂質土
85暗灰黒色砂質土
86青灰色粘質土
87黄褐色土混じり灰緑色粘質上
88黄褐色砂混じり暗灰色砂質上
89黄灰色砂混じり灰緑色砂質土
90黄灰色砂
91灰緑色粘質上
92褐色上混じり暗灰青色土
93褐色土混じり暗茶褐色土
94淡灰緑色シル ト (斑点を含む)

174

95灰緑色粘上混じり黄灰色砂質上
96暗灰黒色砂質土 (灰緑色シル ト及び黄灰色粗砂を含む)
97灰緑黄色土
98黄灰色砂混じり暗灰色土
99灰緑色粘土混じり暗灰色土
100黄灰色粗砂混じり暗灰色砂質土
101灰色シル ト
102暗灰黒色粘質上
103黄灰色粗砂
104暗灰緑色砂質土
105緑黄色砂質上
106灰黄色砂
107黄灰色粗砂混じり暗灰緑色砂質土
108暗灰色粘質シル ト
109黄灰色砂混じり緑灰色砂質土
110灰黄色砂混じり暗灰色上
111暗灰色緑色土
H2灰色砂質土
n3暗灰色砂質上
114灰色粘質シル ト
H5暗灰色細砂
■6灰色粘土
117灰 白色砂と灰色粘上の互層
118黄褐色粗砂混じり暗灰色砂
119灰黄色砂
120灰 白色粗砂
121黒灰色粘質土
122暗灰色粘質土
123灰黄色粗砂
124淡灰青色粘質土
125暗灰緑色土
126灰色砂質土
127灰黄色砂混じり暗灰色粘質上
128暗黄灰色砂
129灰色粘質土
130暗灰色粘土
131暗灰色砂混じり上
132暗灰黒色砂質土
133黒灰色土
134緑灰色土
135灰緑黄色砂質土
136暗灰色粘質土
137黒灰色粘質上
138淡灰緑色シル ト
139灰緑色砂質土
140黒灰色粘質土
141黒灰色土

第 5図 調査区壁面断面図

142暗灰緑色土 (ベース層か)
143黄灰色粗砂混じり暗緑灰色上
(5 mll内外の礫を含む)
144灰色砂質土
145暗灰色粘質土
146灰黄色砂質土
147暗茶褐色粘質土
148暗灰青色砂質土
149暗灰色砂質土
150暗灰緑色粘質土
151灰黄色砂質土
152暗灰黒色粘上
153暗灰色土
154黒褐色粘質土
155暗緑灰色土 (炭を含む)
156灰緑黄色砂
157黒褐色粘質土
158灰白色砂
169黄褐色粗砂
160黒灰色上
161暗緑灰色土
162淡灰緑色シル ト
163暗灰黄色砂質土
164茶灰色土
165暗黄灰色砂
166暗灰褐色砂質土
167暗茶褐色上
168灰緑色シル ト
169灰緑色砂
170緑灰色シル ト
171緑灰色砂質土
172暗灰緑砂
173暗灰色粘土)
174暗灰緑色砂
175淡灰黄色砂質土
176褐色混じり灰色土
177褐黄色砂質土
178褐色混じりの淡灰色上
179淡灰青色粘土
180に ぶい灰黄色砂質土
181暗灰色砂混じり粘質土
182暗灰黄色砂
183暗灰色粘質上 (5 mm内 外の礫を含む)
184灰色砂
185茶褐色混じり灰色土
186暗茶褐色粘質土
187黒褐色上

232  5

188茶褐色混じり暗灰色土
189暗灰色砂質上
190淡灰色土
191黄緑色砂質上
192灰緑色砂質土 (焼上を含む)
193暗灰緑色粘質土
194淡灰黄色シル ト
195暗灰色土
196褐色混じり灰色粘質土
197褐色混じり灰色土
198暗黄灰色粗砂
199暗灰黒色粘土
200褐色混じり灰色砂質土
201黒灰色粘質土 (多量の炭、焼土等を含む)
202淡灰青色土
203淡灰緑色シル ト
204暗灰色粘質上と暗灰緑色砂の互層
205暗灰黄色砂質土
206灰白色粗砂
207灰色砂混じり上
208灰黄色砂質土
209暗灰緑色砂質上
210暗灰緑色砂質土
211灰緑色粘質土
212黒灰色粘質上 (底部に焼上、炭等を多量に含む)
213にぶい灰緑色砂
214暗黄色砂混じり暗灰褐色土
215暗灰緑色砂 (暗灰青色のブロックを含む)
216暗灰緑色シル ト
217灰黄色砂混じり暗灰色砂質土
218暗灰緑黄色砂質上
219暗黄灰色粗砂混じり灰緑色土
220淡灰緑色砂と黄色粗砂の互層
221灰色砂質土 (炭を含む)
222緑灰色シル ト混じり灰色粘質土
223黄灰色粗砂混じり緑灰色粘質土
224にぶい灰緑色砂質土
225淡灰褐色上
226暗灰青色土
227暗灰青色砂質土
228緑灰色土混じり暗黄灰色砂
229暗灰青色砂
230オ リーブ灰色砂質上
231淡灰緑色微砂
232淡灰青色砂
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3.不明遺構

〔A区〕

SX― A101(第 14図 )
A3～ 4、 B3～ 4にかけて検出した。不定形を呈し、深さ約 0。 14mを測る。遺物は瓦器、須恵器
などが出土している。

SX―A102(第 14図 )
A3～ 5にかけて検出した。不定形を呈し、深さ約 0,08mを測る。遺物は瓦器、須恵器、土師器など
が出上している。

4.ピット

A～ C区にかけて 18基を検出したが、遺物の出土もなく性格の不明なものである。
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ｔ
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第11図  SK一 C101平 ・断面図
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第 3節 第 2遺構面
基本層序第Ⅵ層をベース面として、溝、土坑、多数のピットを検出した (第 15図 )。 標高は第 1遺構

面と同様にC区東端が最も高く西および北西に向けて若干、傾斜する傾向を示している。C区東端で

T.P.+4.5m、 C区西端でTo P.+3.8m、 A、 B区では概ねTo P.+4.Omを測る。また、C区東端の

F9～ 10区にかけては地形的に高いことにより、既に第 3遺構面に対応する面が検出されており、第2

遺構面に対応する遺構は形成されていない状況であつた。

1.溝

〔A地区〕

SD― A201(第 16図 )
C8～E8区にかけて検出した、若干、弧状を描きながら】ロヒ西に走る溝である。 SD― B201
に繁がる。規模は全体の幅は確認し得ないが、およそ約 6.Omと推定され、深さ約 0.2～0.3mを測る。

埋土は3層で黒灰色砂質土、黒灰色上、黒灰色粘質土である。遺物は弥生中期土器、土製品、石製品、

木片、動物遺体、炭、種など大量の遺物が出上している。

〔B地区〕

SD― B201(第 17図 )
A7～ 8、 B7～ 8区にかけて検出した南北に走る溝である。 SD―A201に 繋がる。規模は幅
約 4.7m、 深さ約 0,2～0.4mを測る。埋土はA区のSD― A201と は酸化、鉄分を含むため若干雰
囲気が異なるが、4層で暗灰褐色土～粘質土が主体をなす。遺物はSD― A201同 様に大量の遺物
が出土している。

〔C地区〕

SD― C201

F8区で検出したほぼ南北に走る溝である。規模は幅約 0。 9m、 深さ約 0。 4mを測る。埋土は2層で

褐色混灰黄色砂質土、暗灰黒色上である。遺物は出土していない。

2. 土芝尤

〔A地囲

SK― A203(第 25図 )
D4～ 5区にかけて検出した。形態、規模は撹乱に切られているため明らかでない。最深部で約 0.14
mを測る。埋土は 1層で黒色上である。遺物は弥生中期土器片、サヌカイト剥片、骨などが出土して

いる。

SK― A204(第 26図 )
D4で検出した。形態は不定形な円形を呈し、規模は径約 1。 1～ 1.3m、 深さ約 0。 18mを測る。埋土
は 1層で黒色上である。遺物は弥生中期土器片が出土している。

SK一 A220(第 27図 )
A3～ 4区にかけて検出した。形態は不定形な楕円形を呈し、規模は長径約 1.5m、 短径約 0,75m、

深さ約 0,15mを測る。遺物は弥生中期土器片、石製品、サヌカイト剥片などが出土している。

SK― A227

B4区で検出した。形態は調査区外に伸びるため明らかではないが、ほば楕円形を呈するものと思わ

れる。規模は短径約 0.4m、 深さ約 0.09mを測る。埋土は 1層で暗灰色上である。遺物は弥生中期土

―- 20 -―
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器片、サヌカイト剥片、骨などが出土している。

SK― A229
C3～ 4区にかけて検出した。形態は不定形な精円形を呈し、規模は長径約 1.4m、 短径約 1.Om、
深さ約 0.05mを測る。埋土は 1層で黒色土である。遺物は弥生中期土器片、石製品、サヌカイ ト剥片

などが出土している。

SK― A230
C4区で検出した。形態は楕円形を呈し、規模は長径約 1.Om、 短径約 0.45m、 深さ約 0。 16mを測
る。埋土は 1層で黒色上である。遺物は弥生中期土器方、サヌカイ ト剥片、骨などが出土している。
SK―A232(第 26図 )
D4区で検出した。 SK―A204に 切られる。形態は不定形な精円形を呈し、規模は長径約 0.8
m、 短径約 0.55m、 深さ約 0.05mを測る。埋土は 2層で黒色土、灰色砂である。遺物は弥生中期土器

片が出上している。

SK=A233(第 28図 )
D4区で検出した。他の土坑に切られるため、形態は明らかでない。最深部で約 0。 lmを測る。埋
土は 1層で黒色上である。遺物は弥生中期土器片が出土している。

SK―A234(第 29図 )
D4区で検出した。形態はほぼ円形を呈し、規模は径約 0,55m、 深さ約 0。 16mを測る。埋土は2層
で暗灰色砂質上、黒色土である。遺物は出上していない。

〔C地区〕

SK― C202(第 30図 )
F7区で検出した。形態はほぼ精円形を呈し、規模は長径約 1.lm、 短径約 0。 9m、 深さ約 0.15m
を測る。埋土は 1層で暗灰黒色上である。遺物は弥生土器片が出土している。

SK一 C203(第 31図 )
F6区で検出した。形態、規模は調査区外に伸びるため明らかでない。最深部で約 0.09mを測る。
埋土は 3層で灰緑色砂質上、灰色砂質土、暗灰色砂混粘質土である。遺物は弥生土器片、石包丁など
が出土している。

SK― C209(第 32図 )
F2区で検出した。形態は精円形を呈し、規模は長径約 0。 75m、 短径約 0.5m、 深さ約 0。 lmを測
る。埋土は 1層でややしまった暗灰緑色砂である。遺物は弥生土器片が出土している。
SK― C211(第 33図 )
F2区で検出した。形態は楕円形を呈し、規模は長径約 1.Om、 短径約 0.6m、 深さ約 0。 15mを測
る。埋土は 1層でややしまった暗灰緑色砂である。遺物は弥生土器片、サヌカイ ト剥片、骨などが出
土している。

3.不明遺構

〔A地区〕

SX―A201(第 34図 )
D3～ 5、 E3～ 5にかけて検出した不定形な土坑である。最深部で約 0。 12mを沢1る。埋土は2層
で黒色上、暗茶褐色砂混土である。遺物は弥生中期土器片、骨、炭などが出上している。

―- 32 -―



第25図 SK―A203 平 日断面 口遺物出土状況図

第26図 SK一A204BA232 平・断面 口遺物出土状況図
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SX― A202
D7～E7区にかけて検出した不定形な遺構である。最深部で約 0.09mを測る。遺物は弥生中期土

器片、土製円盤などが出上している。

SX― A204(第 35図 )
B4、 C3～ 4にかけて検出した不定形な遺構である。最深部で約 0。 2mを測る。埋土は2層で暗

灰色砂質土、暗灰緑色シル トである。遺物は弥生中期土器片、骨、木片などが出上している。

〔C地囲

SX― C201

F4区で検出した形態、規模ともに不明確な遺構である。最深部で約 0。 74mを測る。埋土は 1層で

暗灰色砂質土である。遺物は弥生中期土器片が出上している。

SX一 C202(第 36図 )
E10、 F9～ 10区で検出した形態、規模ともに不明確な遺構である。最深部で約 0.28mを測る。埋

土は 1層で暗灰黒色上である。遺物は比較的まとまって出土しており弥生前期土器片、土製円盤、骨

などが出上している。

SX― C203(第 37図 )
E9～ F9で検出した形態、規模ともに不明確な遺構である。最深部で約 0.17mを測る。遺物は弥
生前期土器片、土製円盤などが出上している。

4.ピント

A区で 183基、C区で 62基を検出した。特にSP― A2122で は土器片が根石のような状況で検出
されている (第 38図 )。 また、柱材が遺存していたものとして SP― A215、 A221、 A242、
A257、 A264、 A265、 A267、 A271、 A275、 A277、 A299、 A2102、
A2120、 A2134、 A2136、 A2148、 A2176の 17基があった。 (第 39図 )

おそらく掘立柱建物が存在するものと思われ、調査時に概ね7棟ほどを想定したが、再検討の結果、

断定するには至らなかった。

註

(1)『中垣内遺跡現地説明会資料』 大東市教育委員会 1992年 10月
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第 4節 第 3-a遺 構面
基本層序第Ⅶ層をベース面として、溝、土坑、多数のピットを検出した (第43図 )。 標高は第 1、 2

遺構面同様にC区東端が最も高く西および北西に向けて若干傾斜する傾向を示している。C区東端で
To P.+4.5m、 C区西端でT,P.+3,8m、 A区北西端ではT,P.+3.7mを測り、全体として概ね
T,P。 +3.8m前後である。

後述する第3-b遺構面とは検出面は同じであるが、比較的規模の大きい溝を切つている遺構を含め
た面までを第3-a遺構面とし、溝を完掘した状態での面を第3-b遺構面とした。遺構の切り合い関
係からある程度の時期差は当然考えられるものであるが、図面作成において便宜上分けたものであり、

ここでは溝以外について記述する。

1.土坑

〔A地区〕

SK一 A302(第 42図 )
A4区で検出した。形態はほば楕円形を呈し、規模は長径約0,75m、 短径約0。 5m、 深さ約0。 7mを
測る。埋土は 1層で暗灰黒色土である。遺物は弥生前期土器片、骨、炭片などが出土している。

SK― A303(第 44図 )
A4～ 5、 B4～ 5区にかけて検出した。調査区外に広がるため形態、規模は明らかでないが、最
深部で約0。 22mを測る。埋土は 2層で暗灰色上、暗灰黒色粘質土である。遺物は弥生前期土器片、骨、

炭片などが出上している。

SK― A304(第 45図 )
B4区で検出した。形態は不定形を呈し、規模は最大径約 1,7m、 深さ約0.4mを測る。埋土は2層
で暗灰黒色粘質上、暗灰色上である。遺物は弥生前期土器片、骨などが出上している。

SK― A306(第 46図 )
B4区で検出した。形態は不定形な楕
円形を呈し、規模は長径約1.Om、 短径

約0.85m、 深さ約0.2mを測る。埋土は

2層で暗灰色土、暗灰黄色砂である。遺

物は弥生前期土器片が出土している。

SK― A308(第 47図 )
A3区で検出した。形態はやや形の崩
れた隅丸の長方形を呈し、規模は長径約

1,85m、 短径約 1.Om、 深さ約0.2mを測

る。埋土は2層で暗灰色土、暗灰色粘質

土である。遺物は弥生前期土器片、骨、

炭片などが出上している。

SK― A309(第 48図 )
B8～ 4区にかけて検出した。形態は
隅丸の長方形を呈し、規模は長径約2.1

m、 短径約0。 9m、 深さ約0.23mを測る。

牲      甲

第42図  SK一 A302 平 '断面図
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第44図 SK一A303 平・断面・遺物出土状況図

暗灰黒色粘質土

暗灰色土

2m

埋土は 1層で暗灰黒色粘質土である。遺

物は弥生前期土器片、サヌカイ ト剥片、

骨、炭片などが出上しているが、ほぼ中

央にまとまった遺物が認められること

や、先端に約0。 35m程度の石が遺存して

いた状況は通常の土坑とは異なる様相

を窺わせる。

SK― A310
B3～ 4区にかけて検出した。形態は

隅丸の長方形を呈し、規模は長径約2.6

m、 短径約1.Om、 深さ約0.2mを測る。

遺物は弥生前期土器片が出土している。

SK一 A311
B3区で検出した。調査区外に広がる

ため形態、規模は明らかでない。埋土は

1層で暗灰黒色粘質土である。遺物は弥

生前期土器方、骨、炭片などが出上して

ヤヽる。

SK― A312(第 49図 )
C3～ C4区にかけて検出した。形態は

精円形を呈し、規模は長径約 0。 95m、 短径

約0.3m、 深さ約0.07mを測る。埋土は 1

層で暗灰緑色シル ト混じり暗灰色土であ

る。遺物は弥生前期土器方が出土している。

SK一 A313(第 50図 )
C4区で検出した。形態はやや形の崩れ

た隅丸の方形を呈し、規模は長径約1.4m、

蹄 91.2m、 深さ約0.07mを測る。埋土

は 1層で灰色シル ト混じり暗灰黄色シル

トである。遺物は弥生前期土器片が出上し

ている。

SK一 A316(第 51図 )
D4区で検出した。形態は楕円形を呈し、

規模は長径約1.4m、 短径約0,95m、 深さ

約0,14mを沢Jる。埋土は 1層で黄灰色砂質

土である。遺物は弥生前期土器片、炭片な

どが出土している。

Ｔ，Ｐ一蜘
暗灰色土

暗灰黒色粘質土

Ｔ，Ｐ一蜘

第45図  SK一 A304 平 B断面図
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暗灰色土

暗灰黄色砂

暗灰黒色粘質土

lm

第46図 SK一 A306 平 日断面図

暗灰色土候を含む)4

0

第47図 SK一 A308 平・断面図

SK一 A317
D5区で検出した。調査区外に広がるた
め形態、規模は明らかでないが、最深部で

約0.13mを測る。埋土は2層で暗灰黄色シ

ル ト混じり灰色砂、暗灰色シル トである。

遺物は弥生前期土器片が出上している。

SK一A318
D5区で検出した。調査区外に広がるた
め形態、規模は明らかでないが、最深部で

約0,17mを沢Jる。埋土は2層で暗黄灰色砂

質土、暗灰色粘質シル トである。遺物は弥

生前期土器片、骨、炭片などが出上してい

る。

SK一 A319(第 52図 )
E5区で検出した。調査区外に広がるた
め形態、規模は明らかでないが、最深部で

約0。 13mを測る。埋土は 1層で暗黄灰色粗

砂混じり暗灰色粘質上である。遺物は弥生

前期土器片が出土している。

SK一 A320(第 53図)
C8～D8区にかけて検出した。調査区
外に広がるため形態、規模は明らかでない

が、最深部で約0。 ■mを測る。埋土は2層

で暗灰緑色シル ト、黄灰色砂である。遺物

は弥生前期土器片、紡錘車、骨などが出土

してヤヽる。

SK一 A321
E8区で検出した。調査区外に広がるた
め形態、規模は明らかでないが、最深部で

約0.21mを測る。埋土は2層で日音灰緑色土、

暗灰緑色粘質上である。遺物は弥生前期土

器片、骨などが出上している。

SK― A322
D8区で検出した。調査区外に広がるた
め形態、規模は明らかでないが、最深部で

約0.06mを測る。埋土は 1層で暗灰黒色土

である。遺物は弥生前期土器片、骨などが

出上している。
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第48図 SK一A309 平 口断面・遺物出土状況図

SK― A323
D8区で検出した。

他の遺構に切られて

いるため形態、規模

は明らかでないが、

最深部で約0,09mを

測る。埋土は 1層で

褐黄色砂混じり暗褐

色上である。遺物は

弥生前期土器片、骨

などが出土している。

SK一 A324(第
54図 )

D8～E8区にか

けて検出した。形態

は不定形な円形を呈

し、規模は径約0,95

m、 深さ約0,37mを

測る。埋土は2層で

暗灰緑色土、暗灰緑

色粘質土である。遺

物は弥生前期土器片、

骨、炭片などが出土

している。

SK一 A325(第
55図 )

E7区で検出した。

形態は隅丸の三角形

を呈し、規模は径約0,75m、 深さ約0.12mを測る。埋土は 2層で暗灰青

色土、暗灰緑色砂質土である。遺物は弥生前期土器片、骨、炭片などが

出上している。

SK一 A326

D7区で検出した。撹乱に切られているため形態、規模は明らかでな

いが、最深部で約0.09mを測る。埋土は 2層で暗灰黒色砂質上、黄灰色

砂である。遺物は弥生前期土器片が出土している。

SK一 A327(第 56図 )
D8区で検出した。形態は楕円形を呈し、規模は長径約 1.Om、 短径

約0.5m、 深さ約0.23mを測る。埋土は 1層で暗灰色砂質土である。遺

l 暗灰黒色粘質土

(炭を合む)

― AX   A′
 TP

π 再 轟 写 軍 T+360
1 暗灰緑色シルト混じり暗灰色土
0              1m

第49図  SK一 A312
平・断面図

|
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第50図 SK一A313 平・断面図

1 黄灰色砂質土  ■■111111lⅢ
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0                               11

第51図 SK一 A316 平 日断面図

物は弥生前期土器片が出土している。

SK― A328
D7～ 8区にかけて検出した。調査区外に広がるため形態、規模は明らかでないが、最深部で約0,16
mを測る。埋土は2層で暗灰色土、暗灰緑色砂質土である。遺物は弥生前期土器片、骨などが出上し

ている。

SK一 A330(第 57図 )
D6～ 7、 E6区にかけて検出した。 SD― A304を 切る。調査区外に広がり、また撹苦しに切ら
れているため形態、規模は明らかでないが、最深部で約0.29mを測る。埋土は 1層で暗灰色砂質土で

ある。遺物は弥生前期土器片、土製品、骨、炭片などが出土している。

SK―A331(第 58図 )
D8区で検出した。形態は不定形な精円形を呈し、規模は長径約0.8m、 短径約0,6m、 深さ約0。 2
mを測る。埋土は 1層で暗灰色上である。遺物は弥生前期土器片、炭片などが出上している。
SK一A333(第 59図 )
C8区で検出した。調査区外に広がるため形態、規模は明らかでないが、最深部で約0.28mを涙1る。
埋土は 2層で褐色粘質土、暗褐色粘質上である。遺物は比較的まとまつて出土しており弥生前期土器

片、骨、炭片などが出上している。

〔B地区〕

SK一 B301(第 60図 )
A7～A8区にかけて検出した。形態は楕円形を呈し、規模は長径約1.45m、 短径約0.55m、 深さ
約0.3mを測る。埋土は2層で暗灰色土、暗灰黒色粘質上である。遺物は弥生前期土器片、骨、炭片な

―- 48 -―
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第52図 SK一 A319 平・断面図

どが出上している。

SK― B302(第 61図 )
A8区で検出した。形態は精円形を呈し、規模は長径約
0.5m、 短径約0.2m、 深さ約0,05mを測る。埋土は 1層で

灰緑色シルト混じり黒色粘質上である。遺物は骨が出上し

ている。

SK― B303(第 62図 )
A8区で検出した。形態は精円形を呈し、規模は長径約0.6m、 短径約0,35m、 深さ約0。 06mを測
る。埋土は 1層で灰黄色粗砂混じり灰緑色土である。遺物は弥生前期土器片が出上している。

SK― B304(第 63図 )
A8区で検出した。形態はやや不定形な楕円形を呈し、規模は長径約0.75m、 短径約0。 55m、 深さ
約0,06mを測る。埋土は 1層で暗灰黒色粘質土である。遺物は弥生前期土器片、骨、炭片などが出土

している。

SK一 B305(第 64図 )
A8～B8区にかけて検出した。調査区外に広がるため形態、規模は明らかでないが、最深部で約
0,04mを測る。遺物は比較的まとまって出土しており弥生前期土器片、骨、炭片などが出上している。

また、東側にはまとまった集石が見受けられた。

SK― B307
B8区で検出した。調査区外に広がるため形態、規模は明らかでないが、最深部で約0。 16mを測る。
埋土は 1層で灰緑色シル ト混じり暗灰色上である。遺物は弥生前期土器片が出土している。

1 暗灰緑色シルト

2 黄灰色砂

0                     1m

第53図 SK一A320 平・断面図
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〔C地区〕

SK― C301
F8区で検出した。他の遺構に切られているため形態、規模は明らかでない。遺物は弥生前期土器
片が出上している。

SK― C304(第 65図 )
F8区で検出した。調査区外に広がるため形態、規模は明らかでないが、最深部で約0.3mを測る。
埋土は2層で暗灰緑色上、日音灰緑色砂質土である。遺物は弥生前期土器片が出上している。

SK― C306(第 66図 )
F6区で検出した。調査区外に広がるため形態、規模は明らかでないが、最深部で約0.24mを測る。
埋土は 1層で暗灰青色砂質上である。遺物は弥生前期土器片、骨、炭片などが出土している。

SK― C307
F6区で検出した。調査区外に広がるため形態、規模は明らかでないが、最深部で約0.24mを測る。
遺物は弥生前期土器片、骨、炭片などが出土している。

SK― C308(第 67図 )
F5～ 6区にかけて検出した。調査区外に広がるため形態、規模は明らかでないが、最深部で約0。 42
mを測る。埋土は2層で緑灰色粘土混じり暗灰色上、灰緑色微砂である。遺物は弥生前期土器片、骨
などが出土している。
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第56図 SK― A327
平 日断面図

SK― C313

F3区で検出した。調査区外に広がるため形態、規模は明らかでない

が、最深部で約0.35mを測る。遺物は弥生前期土器片、骨、炭片などが

出土している。

SK― C314

F3区で検出した。調査区外に広がるため形態、規模は明らかでない

が、最深部で約0.17mを測る。埋土は2層で暗灰青色上、暗灰緑色砂質

上である。遺物は弥生前期土器片、骨などが出土している。

SK― C315(第 68図 )
F3区で検出した。調査区外に広がるため形態、規模は明らかでない

が、最深部で約0。 29mを測る。埋土は 2層で暗灰青色砂質上、暗灰色砂

質上である。遺物は弥生前期土器片が出土している。
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第57図 SK一A330 平 日断・遺物出土状況図
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第58図 SK一 A331 平・断面図

SK一 C316(第 69図 )
F2区で検出した。形態は楕円形を

呈するものと思われ、規模は短径約

0,7m、 深さ約0.4mを狽Jる。埋土は2

層で暗灰色土、暗灰色砂質上である。

遺物は弥生前期土器片、骨などが出土

している。

SK― C317(第 69図 )
F2区で検出した。調査区外に広が

るため形態、規模は明らかでないが、

最深部で約0,14mを測る。埋土は 1層

で暗灰色砂質上である。遺物は弥生前

期土器片が出土している。

SK― C318(第 70図 )
F2区で検出した。形態は不定形な

精円形を呈し、規模は長径約 1.25m、

短径約0.7m、 深さ約0。 33mを測る。

埋土は 1層で暗灰青色粘質上である。

0

第59図 SK― A333 平・断面遺物状況図

遺物は弥生前期土器片、骨などが出土している。

Ｗ．十３．８０

打

予

ノ

T.P

+380

褐色粘質土

(炭を含む)

暗掲色粘質土

(炭を合む)

2.不明遺構

〔A地区〕

SX― A301(第 71図 )
A4～ 5区にかけて検出した炭状のものである。長さ約1.6m、 幅約0.8mの範囲で弧状を描く状態
であり、遺物も弥生前期土器片や骨などが見受けられた。焼失家屋の可能ケl■も考えられるだろう。

SX一 A302(第 72図 )
D8区で検出した不定形な土坑であった。規模は長径約 1.5m、 短径約 0。 9m、 深さ約0.32mを測る。
埋土は2層で褐色上、暗褐色上である。遺物は比較的まとまつて出上しており弥生前期土器片、紡錘
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上

0                            1m

第61図 SK― B302 平・断面図

車、サヌカイト剥片、骨、炭片などが出土している。

SX― A303(第 73図 )
D8区で検出した不定形な土坑であつた。規模は長径
約1.75m、 短径約1.25m、 深さ約0。 47mを測る。埋土は

2層で暗灰緑色土、暗灰緑色砂質上である。遺物は比較

的まとまつて出土しており弥生前期土器片、骨、炭片な

どが出土している。

3.ピット (SP)
A区で281基、B区で28基、C区で91基を検出し亀 柱材が遺存していたものとして SP―A319、
A321、 A371、 A391、 A398、 A3117、 A3162の 7基があり (第75図)、 また根
石が施されていたものにSP― A375(第 74図 )、 B324な どがあった。

おそらく掘立柱建物が存在するものと思われ、調査時に第 2遺構面と同様の概ね 7棟ほどを想定した

が、再検討の結果、断定するには至らなかった。

註

(1)『中垣内遺跡現地説明会資料』 大東市教育委員会 1992年 10月

樹デ

甲一＋３．８０
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第71図 SX―A301 平面図第70図 SK一 C318
平 口断面図

2暗掲色土 候を含tj・J  l常

第72図 SX―A302 平 口断面・遺物出土状況図
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l黒掲色土

第74図 SP一 A375
平面図 (根石)
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1暗灰青色粘質土

TP+360

SP― A321
T,P+380

TP+3∞

l 暗灰色粘質土
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第75図 第3-a遺構面 ピツト (SP)断面図
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第 5節 第 3-b遺 構面
検出状況については前節で述べたとおりである。ここでは溝について記述する (第80図 )。

1.溝

〔A地区〕

SD― A301(第 79図 )
A3～ 5、 B3～ 4区にかけて検出した、ほぼ西南西に走る溝である。 SD― B302に繋がるも
のと思われる。規模は幅約3.5m、 深さ約0.6mを測る。断面形態は底部が約1,4mの平坦面を成して台

形状を呈する。埋土は煩雑な堆積状況を呈するが、暗灰色系の砂質土～粘上、また砂の堆積も見受け

られた。遺物はまとまつて出上しており、弥生前期土器片、石製品、骨などが出土している。

SD一 A302(第 82図)
B4、 C3～ 4区にかけて検出した、ほぼ西南西に走る溝である。 SD― A301と 平行に走り、
またSD―A303、 A304に 繋がるものと思われる。規模は幅約2.Om、 深さ約0.8mを測る。断
面形態はU字状を呈する。埋土は暗灰色系の砂質土～土が主体をなし、また下層にはシル ト、砂の堆

積も見受けられた。遺物はまとまつて出上しており、弥生前期土器片、石製品、骨などが出上してい

る。

SD― A303(第 83図 )
D5～ 6、 E5～ 6区にかけて検出した、ほぼ南北に走る溝である。SD― A304と 平行に走り、
またSD―A302、 C301に 繋がるものと思われる。規模は幅約2.3m、 深さ約0。 9mを測る。断
面形態は底部が約0。 7mの平坦面を成して台形状を呈する。埋土は大きく2層に大別でき、上層は灰～

灰緑色砂質上が主体をなし、下層は灰色～暗灰色の粗砂、粘土が主体をなす。遺物はまとまって出土

しており、弥生前期土器片、石製品、骨などが出上している。

SD― A304

D6～ 7、 E6～ 7区にかけて検出した、ほば南北に走る溝である。SD―A303と平行に走り、
またSD―A302、 C302に繋がるものと思われる。規模は撹乱に切られているため明らかでは
ないが、壁面の断面から見ておよそ幅約2.8m、 深さ約0。 9mを測るものである。断面形態はU字状を

呈するものと思われる。埋土は灰緑色砂質土～粘上が主体をなす。また最下層にはシルトの堆積も見

受けられた。遺物はまとまって出土しており、弥生前期土器片、石製品、骨などが出上している。

〔B地区〕

SD一 B801

A8区で検出した南西に走る溝である。SD― B302に切られる。規模は幅約0.6m、 深さ約0.04
mを測る。遺物は弥生前期土器片、骨などが出土している。

SD― B302(第 86、 87図 )
ほぼ中央を東西に走る溝である。 SD― A301に 繁がるものと思われる。規模は幅約2.8m前後、
深さは約0,7mを測る。断面形態は底部が約1.Omの平坦面を成して台形状を呈する。埋土は大きく2

層に大別でき、上層は暗灰緑色砂質土～上が主体をなし、下層は暗灰色砂質土～粘上が主体をなす。

遺物はまとまって出上しており、弥生前期土器片、石製品、木製品、骨などが出土している。特に、

自然木の出上が目立つ。
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第87図 SD一 B302 平・断面・遺物出土状況図 (下層 )

SD― B303

A7区で検出した南西にはしる溝である。 SD― B201と平行する。規模は調査区に広がるため
明らかでない。埋土は 1層で暗灰色粘質土である。遺物は弥生前期土器片、骨、炭片などが出土して

いる。

〔C地区〕

SD― C301(第 91図 )
F5～ 6区にかけて検出した南北に走る溝である。SD― A303に 繋がる。規模は幅約2.6m前後、
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深さは約0,7mを測る。断面形態は底部が約1.Omの平坦面を成して台形状を呈する。埋土は暗灰色土

～粘質土が主体をなし、最下層には暗灰色砂が見受けられた。遺物はまとまって出上しており、弥生

前期土器片、石製品、木製品、骨などが出土している。

SD― C302(第 92、 93図 )
F6～ 7区にかけて検出した南北に走る溝である。SD― A304に 繋がる。規模は幅約2.4m前後、
深さは約0.6mを測る。断面形態は形が若千崩れてはいるものの底部が約1,Omの平坦面を成すもので、

およそ台形状を呈するものである。埋土は大きく2層に大別でき、上層は暗灰砂質土～上が主体をな

し、下層は灰色砂が主体をなす。遺物はまとまって出上しており、弥生前期土器片、石製品、木製品、

骨などが出土している。

D
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第 5章 まとめ

今回の調査では中期中～後葉の集落跡を初めて確認することができ、また前期の集落跡についてもよ

り具体的な様相を明らかにすることができた。当遺跡の実態の角卒明はもちろんのこと鍋田川流域におけ

る弥生集落の様相、ひいては河内湖東岸部における弥生集落の動態を考察する上でも多大な成果を得た

ものであった。以下、今回の調査成果について概括し、まとめとしたい。

1.第 1遺構面について

第 1遺構面では鋤溝、不定形な土坑、ピットなどを検出した。

鋤溝など各遺構からは瓦器片などが出土することから、中世においては耕作地であった状況がうかが

える。また上層の包含層からは古墳時代の須恵器片なども多分に出上しており、おそらく古墳時代以降

において耕作地などの土地利用状況であつた可能性が推測されるものであると

2.第 2遺構面について

第 2遺構面では弥生時代中期中～後葉に比定できる溝、土坑、また柱材が遺存するものや、根石を施

したものも含む多数のピットなど、多くの遺構を検出した。またC区東端部の微高地を形成すると思わ

れる地点では既に第 3遺構面に対応する第Ⅶ層が確認され、弥生前期の遺構 (SX― C202、 C20
3)を検出する状況であつた。

中でも注目される遺構としてSD一 A201・ B201の 大溝が挙げられるが、南イ則に向かつて弧状
を呈しながら東方に振れるもので、一見したところ緩やかな弧を描く溝をうかがわせる。しかし、その

南側部分では先にも述べたように微高地が形成されていた状況を呈し、すでにSX― C202、 203
など第 3遺構面に対応する弥生前期の遺構が検出されていることから、東方向に向かつて大きく迂回す

る状況が考えられ、いわゆる通常の溝としては理解し難いものである。三好孝一氏は昭和 34年の東大阪

変電所建設の際に採集された中期弥生土器について、いわゆる供献土器としての様相がうかがえること

から、その具体的遺構として方形周溝墓に代表される墓域、祭祀的様相をもつ何らかの遺構の存在が考

えられると指摘されておりRそのような指摘状況と何らかの関連畦をもつ可能 l■も想定できる。
しかし、今回の大溝からは大量の遺物が出土しているものの上器に関しては祭戸E的要素をうかがうこ

とはできなかった。ただ獣骨の出上の多さが注目されるところでもあり、特に人骨片が 2点出土してい

ることから何らかの溝の性格を反映しているものと思われるが、墓、祭祀的様相をもつ遺構などの特殊

性を指摘するには無理があると思われt現段階では何らかの区画的要素を持った溝として捉えておきた
ヤヽ。

大溝の時期としては、第Ⅲ～Ⅳ様式の上器が大量に出土しており、中でも第Ⅲ様式後半から第Ⅳ様式

前半の上器が主体をなすようである。一時期に一括廃棄された可能隆も想定できるものであるが、現段

階ではやはり中期中～後葉にかけて一定の機能を有していたものと考えておきたい。

以上、主な遺構について述べてきたが、中期集落跡については今回の調査以前における昭和 34年の調

査、および採集遺物tまた昭和 62年～平成元年における調ざたより、ある程度の存在が予測されていた

ものであるが、今回の調査により初めて具体的な中期集落跡を確認できたものである。

3.第 3遺構面について

第 3遺構面では弥生時代前期中～後葉に比定できる多くの遺構を検出し、その内容としては第 2遺構

面における集落の様相とほぼ同じ状況を示すものであった。
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中でも注目されるものに比較的規模の大きい溝 (以下、大平∋ が挙げられる。各大溝の相関について

はSD― A301出 土の土器がSD一 A303、 B302そ れぞれにおいて出土した土器と接合関係が

認められ、またSD―A302出 土の上器がSD― A304出 上の土器と接合関係が認められる状況で

あることから、おそらくすべての溝がほぼ同時期に機能していたことが考えられるものである。

また溝の位置関係については結合部にあたる部分が残念ながら調査区外にあたることから明確にはし

がたいが、規模などから推察するにSD一 A301、 B302が 同一の溝としてほぼ西方向に蛇行しな

がら走り、SD一 A303・ C301の溝とSD― A304。 C302の 溝についてはそれぞれSD―

A302に つながるものと思われ、大きく迂回しながら西方向に走ると考えるのが妥当なものと思われ

る。C区東端からほぼ南東方向一帯においては微高地を形成する状況がうかがえることから、おそらく

その周辺を巡つていた溝の可能性が高いものと考えられる。

また、同一の溝と考えたSD― A301、 B302に ついては調査段階において環濠の可能 l■を示唆

するものであつたが、蛇行する状況や時期をあまり隔てない遺構が大溝の埋没直後、その上部に形成さ

れるなど、通常の環濠としての形態、機能から考えると現状では妥当でないものと考えている。北方約

130mの地点には現在の鍋田川が東西に流れており、その付近には当該期の十日河川の存在も想定されるこ

とから、おそらく河川を利用した用水路的な溝であった可能性も考えられる。

各大溝の時期としては段を形成する土器や削出突帯第 I種が見られるものの、削出突帯第Ⅱ種少条が

主体をなすことから前期中葉でも古い段階の時期と捉えておきたい。

また、その他に注目される遺構としてSK― A309が 挙げられる。形態、規模、またその検出状況

から見て土坑墓の可能l■を示唆するものである。また、SK一 A308、 A310に おいても、特徴的

なものは見出されなかったものの形態、規模、またSK― A309と の列をなすような位置関係の状況

から、やはり同様の可能性は示唆しておきたい。ただ、居住域と墓域という集落構造といつた観点から

すれば多々の問題点を含むものであり、今後の調査事例に期待するところでもある。

以上、主な遺構について述べてきたが、中垣内遺跡における前期の集落については、前期中葉以降に

集落が形成されたいたという認識は持たれていたものの、以後の調査内容から前期中葉の様相はうかが

えるものの前期後葉以降に集落が本格的に形成されたという認識が強かつたように思われる。そのよう

な中、今回の調査によつて前期中葉の段階で本格的に集落が形成されていた様相を明確に確認すること

ができたものである。

4.弥生集落の変遷について

まず集落の出現については今回の調査地一帯に前期中葉の早い段階には成立したようであり、後葉の

前半まで最盛期を迎え、以降、前期末にかけて徐々に衰退していく様子が遺物の出土状況からもうかが

える。その後、この地域一帯での集落はいつたん廃絶され、若干の空白を経て中期前葉の集落が出現す

るものであるが、その状況としては今回調査地から北西に約 250mの地点 (87-1調査)で壺棺が出上し

ているほか、北に約 170mの地点 (94-1調査)ギ 北北東に約 370mの地点 (94-2調査)1)また東北東に

約 370mの元粉遺跡瀦!さ らに東北東に約 500mの鍋田川遺跡内1それぞれにおいて遺構、遺物などがわ

ずかながら出土しているといつた状況である。このことから、中期前葉に関しては具体的な集落の様相

については明らかではないものの、非常に散在する状況がうかがえるものである。87-1調査では壺棺

の出土であることから墓域と居住域を考慮しなければいけないが、それにしても大きく見積つて東西約

400mの居住域を考えるにはこれまでの調査状況において到底受け入れられないものであり、やはり小規
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模な集落が数ヶ所において,ミ在していたことを示すものであろう。

そして、中期中葉になるとまた今回の調査地一帯に再び集落が形成されるようになり、中期前葉の集

落が集約された様相をうかがわせる。それは中期後葉まで存続するものであるが、規模については遺構

密度、遺物の出土量、またその広がり程度からみて前期集落の規模とあまり大差のない感を受ける。

後期に至っては今回調査地において遺構、遺物はまったく見られなくなり、一気に廃絶される様相を

示している。そして、東に約 500mに位置する鍋田川遺跡において後期の土器が比較的まとまつて出土

することからt集落が完全に移動する様相を示すものであった]
以上、簡単ではあるが、弥生集落の変遷を辿つてきた。その内容は前期から後期にいたる弥生時代全

般にわたるものであるが、地域的には鍋田川流域内において展開するものであった。東方には生駒山系

が間近に迫るものであり、その地域的特異性も念頭に置くべきものではあるが、中小河川を中心に展開

する弥生集落の動態について示した良好な一例をなすものと思われる。

今回の調査成果は、中垣内遺跡の弥生集落が拠点的集落の一つであることをあらためて確認させるも

のであった。今後の課題としては集落構造に対する評価、また集落の出現や廃絶、その移動といつた各

事象に対する意義付けが挙げられるが、これらの点については他の代表的な弥生集落個々の実態、また

周辺地域における弥生集落の動態との関連性など多岐にわたる比較、検討の中で包括的に検証していき

たいと思う。
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附章 中垣内遺跡出土動物遺体について

大阪市立大学大学院医学研究科  安都みき子
大阪市立大学大学院文学研究科  高志こころ

大東市中垣内に位置する中垣内遺跡の動物遺体は弥生時代前期から中期の層と中近世の層から出土し

ている。出土した骨片数は1214であつたが、出土表 (表 1)は哺乳類では種と部位が同定できたものの

み、また、鳥類ではフクロウとキジ以外はトリ、爬虫類ではスッポン以外はカメ、魚類ではタイ以外は

サカナと記載した。出現頻度や最小個体数の集計は出土表 (表 1)に記載されているものでおこなつた。

イヌ、シカとイノンシは各時期の遺構ごとに部位の出現頻度表を作成し、遺構ごとの最小個体数を求め

た。遺構については、土坑・不明遺構・ピットと溝は時期ごとにまとめ、考古学的に意味があるものは

分けて表記した (表 2)。 骨計測ができたものを表 3に示した。

弥生時代前期 (I)

出土動物遺体はイノシシ、シカ、イヌ、テン、ウサ

ギ、ムササビ、鳥類、スッポンとタイなどの魚類で、

この時期は通して種数と出土量が最も多い。イノシン

とシカはほば全ての遺構から出土している。

各遺構の出土状況

溝から出土した動物遺体は種数、出土量ともに最も

多く、特にイノシシとシカは出土数が 122と 79(う ち

鹿角は 24)で出土骨の大半を占め、最小個体数は前者

が 5、 後者が 4である。出上部位はイノシシがほぼ全

身が出土しているのに対し、シカは角、上顎臼歯と四

肢骨が多い。鹿角は、加工品 (第 97図、B127・ B128)

や骨角器を作成した痕跡があるものが多く、落角も混

在している。踊筍 週ゝ鉾辞阪 は、テンの左下顎骨、ウサ

ギの右瞳骨、ムササビの左下顎骨と右下顎第 1切歯が

各 1点出土している。イヌの出土は比較的少なく、左

下顎骨と下顎第 4小臼歯と犬歯が出土しているが、こ

の犬歯は人工的に切断されたと思われる。鳥類は数点

出土しているが種の特定はできなかつた。それらは骨

針に加工された骨片 (第 97図、B239)やカルガモ程度

の大きさの左肩甲骨である。爬虫類の出土数は少ない

がスッポンが遺存している。サカナは同定できたもの

がタイの顎骨の 3点のみである。

第 3面の土抗・不明遺構・ピントから出上したイノ

①  醐
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第96図 出土骨角製品 (1)
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第97図 出土骨角製品 (2)

シシとシカは溝に次いで出土量が多く、最/1ヽ個体数はイノシシで 2、 シカで 1である。 しかし、出土数
はイノシシ 39、 シカ 17(う ち鹿角は6)でイノシシのほうが約 2倍多く、最小個体数も2と 1である。
出土部位は両者ともに歯と四肢骨の出上が多い。

土坑 SK一 A321か らは焼かれた鹿角の破片が 1点のみ出土している。
土坑SK― A324か らは小型のツルロと,思われる鳥類の手の近位第 3指骨が出上している。
土坑 SK― A330か らはイノシシがシカよりやや多い。これらのイノシシのうち下顎骨の犬歯歯槽
の形態がニホンイノシシと異なるものが出土し、弥生ブタの可能性が示唆される。このイノシシ (弥生

ブタ?)は犬歯の形態からオスと推定され、歯の磨耗状態から4歳以上の成体と推側された。また、鹿
角は焼骨や切断された角先も遺存している。

SK―A308(土 坑墓?)からはイノシシ、シカとイヌ科の頚椎の椎体が出土し、最小個体数はい
ずれも 1である。出土数はシカのほうが多く、鹿角の角先も遺存している。

SK― A309(土 坑墓?)からはシカの中足骨とムササビの第 1切歯が出土しており、イノシシは
遺存していない。

焼失家屋跡と推測されている遺構のSX― A301か らはイノシシの国歯が 2本出土している。
遺構の性格が不明であるSX― C202か らはイヌの左下顎犬歯が出土し、歯の大きさから小型犬で、
歯の咬耗が進んでいることより比較的老齢であると推測される。

弥生時代前期から中期 (I～Ⅲ)

第Ⅵ層として一括された層からの出土数は少なく、イノシシもシカも出土量はほぼ同数であり、最小

個体数はいずれも2である。イノシシは頭骨の出土数が多いがシカは角と四肢骨が遺存している。人骨

〇
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の下顎骨の一部が出土しているが、由来は不明である。

弥生時代中期 (Ⅲ～Ⅳ)

イノシシとシカの出土数が多いが、イヌ、タヌキ、モグラ、フクロウ、キジ、スッポンとカメなどが

出上し、人骨も遺存している。

各遺構の出土状況

溝から出土したイノシシとシカは出土数が 61と 38(う ち鹿角は 7)で、最小個体数は前者が 3、 後者

が 2である。イノシシは全身の骨格から出土しているのに対し、シカは鹿角を除くと四肢骨が多い。鹿

角で作成した釘状製品 (第 97図、B479)が出土している。少数ではあるがタヌキやモグラ、フクロウ、

キジやスッポンが出土している。イヌは幼体の肩甲骨と咬耗が大きな小臼歯も遺存していることから、

最小個体数は 2である。ヒトは胸椎の椎体や手根骨の大菱形骨が出上し、大菱形骨の形状は若い個体と

推沢1される。これらの人骨の由来は不明である。

土坑・不明遺構・ピントからはイノシシとシカのみが若干出土している。土坑SK一 A220か らは
漆を塗布したと思われる鹿角 (第 96図 )と釘状の鹿角製品 (第 97図、B627)が遺存している。

第V層では出土数は少ないが、この層ではシカがイノシシよりわずかに多い。

中世 (第Ⅳ層)

シカの角片と上腕骨の骨頭のみが出土している。

中近世 (第 Ⅱ層)

イノシシの中手骨または中足骨の近位端とウマの右の大臼歯が出土している。

ま と め

1.弥生時代の遺構の大半からはイノシシとシカが出土し、その出土比はイノシシの方が多い。

2.各時期を通してイノシシの頭骨は出現頻度が高いのに対しシカは低い。その理由のひとつとして、

シカの頭骨の骨質が関係していると思われる。

3。 前期の上坑墓と考えられている地点からイノシシやシカなどが見られるが埋土に混入していたと考

えられる。イヌは椎骨の一部が出土しているだけであり埋葬したかどうかは分からない。

4。 また、弥生ブタと思われる下顎骨が出上している土坑SK― A330は イノシシとシカのみ出土し
ていることより、この上坑の性格を検討する必要がある。

5。 弥生時代中期は前期より動物遺体の種、量ともに少ないが、前期同様イノシシとシカが大半を占め

ている。

6。 中期の溝からはモグラ、キジやフクロウなどの小動物が出上し人骨も混在しているが、人骨の由来

は不明である。

7.中世と近世の層は撹乱を受けている可能性が高い。

8.層位不明の側溝からウシの大臼歯が出土している。
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表 ―
(1) 動物遺体の出土表

日歯列長 Pm4-M後縁

*詳細欄の数値は骨片数  料 備考欄の計測値の単位はmm
―- 84 -―



表 1-(2)動 物遺体の出上表

*詳細欄の数値は骨片数  **備 考欄の計測値の単位はmm

ている前頭骨の一部が遺存

側が遺存、後頭骨に解体痕あり

坐骨十恥骨と腸骨の一部が遺存、骨端未癒台

―- 85 -―



表 1-(3)動 物遺体の出土表

SD―B302上
層

1小 国 首 ～ 郵 4小 国 首 釘 桓 、第 3小口 歯 お よび 第 4

加工痕あり、表3

*詳細欄の数値は骨片数  **備 考欄の計測値の単位はmm

―- 86 -―



表 1-(4)動 物遺体の出土表

*詳細欄の数値は骨片数  **備 考欄の計測値の単位は冊m

骨幹中央から遠位部が遺存、還位骨端破損

関節顆～3cm遺存トリ(カモ?)

SD― C302

小臼歯～第3大 口歯違存、第4小日歯と

―- 87 -―



表 1-(5)動 物遺体の出土表

*詳細欄の数値は骨片数  **備 考欄の計測値の単位はmm

上顎 第1～第2大日歯

手の近仕第3指骨

SK―A330

イノシシ(ブタ) 左犬歯歯稽より後部破損、右下顎枝破損 第1大口
歯から第3大口歯までは歯冠が破損

がニホンイノシシと異
なることよリヤヨイブ
タの可能性が高い 4

―- 88 -―



表 1-(6)動 物遺体の出土表

*詳細欄の数値は骨片数  キ半備考欄の計測値の単位はmm
―- 89 -―

下顎 第 1大口歯



表 1-(7)動 物遺体の出土表

*詳細欄の数値は骨片数  **備 考欄の計測値の単位はmm

Ⅲ ～

SD―A201

植、2歳位、第4小臼歯の咬頭は磨耗無、第1大臼歯

SD―B201

4才前後、表3

2小臼歯から下顎孔まで遺存、第3大
きい、第1小臼歯が市出の右筆1丈不 5才以上、表3

2才ぐらい

―- 90 -―



表 1-(8)動 物遺体の出土表

*詳細欄の数値は骨片数  料 備考欄の計測値の単位はmm
―- 91 -―

SD― B201

実起は破損.第 1大臼歯は釘植、第2大臼歯は歯根の



表 1-(9)動 物遺体の出土表
料

暑

貧

番 出土地点 種
I:

備  考
部  位

3596

SD― B201

シ カ 左 、下 半 分 硬

B597 ラ 坊

'ノ
九 ヨミ3

B599 ・ノ;h 加 工 反 あ り、豪 3

シカ

ンカ 41 θ91 lD
602

603

レカ 基 1

ンカ 不 基

ン カ 不 末
3605 シカorイ ノシシ 不 : 内 1

シカorイ ノシシ の

B607 シカOrイ ノシシ 世

ンカorン 1

9 ンカorイ ノンシ 体 1

ンカo「イノンシ 」保

ンカo「イノシン コFE 寛
シカorイ ノシシ し

硼

B613 キ ラ

B615 の イ

B617 スッア

B618 ス ッヽЛ

スッ月

スッЛ

スッデン

十K―A203 ンカ
K―A209 イノシE ] 出

K―A218 イプツシ

8626
SK―A220

シカ 角
漆塗り、鹿角製品、第
96Б]

B627 シカ 角
釘状FL角 製品、第97
団

―A221 シ カ
―A224

B630 ラ 九 コFE 11)

SP―A239 シ カ 左 上 上

ヨ632 イノンシ 石 重 固 節 面 は 削 り し¬〔い 引ロイ 病 示 し)

シ カ

4 ン カ

第 V層

イノラン ロエ 嬉 あ り

イノシシ 昭 1 痘 あ り

ン カ ロエ 痕 あ り

ンカ 、角 坐 部 を加 工 加工 反 あ り

1

43

1

加 工 垣 あ ウ

B646 シカ 不 明 角
加工反あり(2条 の況
鯰為ヾわと`スヽ

ウ カ 入 樹
'分
を 気 狼

レ カ

シ カ

B650

B652 シカ 右 距 骨
距骨休が遺存、後踵骨関節面に重位から楔状に切
断遺

暁骨

BSS3 近位骨端が遺存

B654 シカ 不 明 中手骨or中 足骨Ш+Ⅳ 近位端周辺遺存
解体痕あり、加工反
為り?

遠位骨端周辺が遺存 暁

656 礎 表 3

657 棒 乗 3

ツ刀 毎Fl 表 3

カメ 不 限 一部が遺存
B660

第Ⅵ層

イノシシ 上 第 2大臼 舌側のみ遺存、咬頭の磨耗が小さい

イ/シシ 不 明 下顎骨
第2大臼歯～第3大臼歯周辺が遺存、第2大田歯がf
捕

焼骨

662 イノンシ

イノシシ?
B664 イノシシ の一部

=で
の

イ/シシ 左 大腿骨 骨幹1/3～近位部が遺存、大転子未癒合
大転子下に解体反あ

り、骨頭を大腿骨頸
獣rtn蹄

７

一
８

イノシシ 右 位 端 が i 存

ンカ 不 F 臓

*詳細欄の数値は骨片数  キ*備考欄の計測値の単位はmm
―- 92 -―



表 1-(10)動物遺体の出土表

**備考欄の計測値の単位はmm

遠位部が遺存

*詳細欄の数値は骨片数
―- 93 -―



表
2-
(1
)イ
ヌ
・
イ
ノ
シ
シ
。 シ
カ
の
出
現
頻
度
表

*(
)は
ブ
タ
の
可
能
性
が
あ
る
骨
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表
2(
2)
イ
ヌ
・
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
出
現
頻
度
表

*(
)は
ブ
タ
の
可
能
性
が
あ
る
骨
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表
3-
(1
)上
顎
歯
の
計
測
値

*単
位
は
mm



Ｉ Ｉ 　 Φ 『 　 １ １

イ ノ シ シ 以 外 の 下 顎 歯

遺
構

Ｓ
Ｄ ．

Ａ
３
０
‐

SD
―

C3
02
下
層

知 層
Ｓ
Ｄ ．

Ａ
２
０
‐

Ｓ
Ｄ ．

Ｂ
２
０
‐
第
Ⅱ
層

B7
9
R,
7G
R4
Sク
R4
60
R4
99
R6
81
B6
80

種
名
シ
カ
シ
カ
シ
カ
イ
ヌ
イ
ヌ
ウ
マ
ウ
マ

左
右
右

右
左

右
右

右
石

ZT DD ZT DD

P2
ZT DD

Ml
可
卜
10
8(

卜
14
.3
(

DD

M2
ZT PD

M3
ZT PD

28
.1
3

*単
位
は
mm

顔 面 骨

遺
構

SD
―
A3
03
SD
―
B3
02
SD
―
B3
02
卜
層
Ｄ・
Ｃ３ 龍

Ｓ

SK
―
A3
03
SK
―
A3
30
SD
―
B2
01
攪
乱

B1
21

B1
79

Rク
78
B2
87

B3
36

B5
15
B6
93

種
ヌ

イ
ノ
シ
シ
イ
ノ
シ
シ
/′
′゙
'ノ
rノ
ノ゙゙

イ
ノ
シ
シ
イ
ノ
シ
シ

弁
芹

右
左

左
右

下
下
稲

下
稲

下
下

騨 一醐
18
3.
03

58
05

87
.7
1

11
2.
70

10
3.
94
10
78
6

45
.5
8

叫ヽ
日
歯
列
と
Pm
2-

29
,4
5
37
.2
3

33
.4
0
35
.9
8

太
日
歯
列
長

72
.8
7

臼
歯
列
長
Pm
4-

57
03

下
鞘
体
冨
(1
)M
後
縁

39
67

53
.8
2

下
稲
休
言
(2
)M
l―
Pm
4

下
顎
体
高
(3
)P
m2
の

下
顎
体
厚
M卜
M2

88
2

下
顎
結
合
面
幅 大
長

穴
帽



表3-(3)四 肢骨の計測値

イノシンの

出土地点 SD― A301
SD―B302
卜層

SK―A304 SD―A301 不明

資料番号 B91 B92 B94 B236 B656 B657 B737

種 イノンシ シ カ 九 彰 ¬ し れ ラ 坊 シ カ シカ ラ 抗

左 石 不明 不 明 不明 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明 不明

基節骨

最大長 458〔 393( 409[

近位端矢状径 196セ 77乏

汗 倫 惜 緒 径 97〔

EI位関節面幅 846 129(

■英矢状径 67(

中央横径 29〔 1201

謙位端矢状径 125〔

題位端横径 75Z 57ラ 134【

出土地点 SD― A301 SK―A302 第Ⅵ層 第V層 SD―A301
SD―B302
卜隠

不 明

資料番号 B98     B95 B282 B445 B658 B96 B217 B738

種 ラ カ シカ イノシシ イノシシ ラ 九 ラJl イノンシ シカ

左 右 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明 不明 不 明 不 明

中節骨

最大長 3691 361と

干位端矢状径

近位端横径

近位関節面幅 25〔 46Z

中央矢状径 051

中央横径 133( 22( 28〔

速位端矢状径 76( 56,

凍位端構径 28写

*単位はmm

―- 98 -―



表3-(4)四肢と体幹の計測値

出 土 lth SD―A301 SD-1 SD― B201
資 料 誉 → B8 B157 B536 B577
種 ラ カ イノt ラ 労

軸椎
7963+

第5顕椎

前関節 突起問幅

後聞節 実起問幅 4490

閣節突起前後径 5764

第2胸椎
最 大 長 20125+
全 長 17722+
椎 体 長

■単位はmn

―- 99 -―





出 土 遺 物 一 覧 表





器  種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 考備

1
器
槍

石
石

A区
第Ⅱ層

50
1 75
66 0g

烹
幅
厚
言

サヌカイ ト

2
品
錘

製土
土

B区
第Ⅲ層

最大径
子 客

良好 密

3
器
錐

石
石

A区
第Ⅲ層

サヌカイ ト

4 土 製 品 A区
第V層

内

隔
やや不良 やや粗

5
獅
ア
要

一

二 チ ュ

か
ミ
ヽ
キ

A区
第V層

日全 (似ノ

底径
器高

外

内

隔

にかい貢橙
にぶい黄橙 良好 密

外面 :ナデ
内面 :ナデ

外面に黒斑

6

帝

ア

襲

中

ニ チ ュ

か

ミヽ
＋

A区
第V層

底径
器高 (残 )

今
内
締

口
黄

匠

人
灰
膳

やや不良 宅
いア
おア

ナ
ナ

面
面
外
内

7

布
ア

器

一

二 チ ュ

か
ミ

土

A区
第 V層 径

島

か
内

疇

御
橙
搭

か
ぶ
式

良好 密
いア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

8
弥 生 土 器
蓋

A区
第V層

口径 (復)131
器高 (残) 33

外′π ノ
~ン 黒

内)暗灰褐
蹄  ヽ_

良好 密
外面 :ナデ、弧状の沈線文
内面 :ナデ、ヘラミガキ

頂部に孔

9
器
鏃

石
石

3区

第V層
10
0 35
1 65貿

粘板岩
磨製

10
器
鏃

石
石

Attζ

第V層
サヌカイト

11
器
鏃

石
石

A区
第V層

サヌカイト

器
鏃

石
石

A区
第 V層

28
22
06
2 05買

長
幅
厚
重

サヌカイ ト

器
槍

石
石

B区
第V層

29
1 15
27 3α

サヌカイ ト

器
槍

石
石

B区
第 V層

10
06
RA Og

サヌカイ ト

15
器
錐

石
石

A区
第 V層

塀に
嘱

享

言

サヌカイ ト

器
錐

石
石

A区
第V層

18
0 35
2 05g

に
隔垣
早
議

サヌカイ ト

17
器
錐

石
石

B区
第 V層

18
06
2 45ロ

幅
厚
言

サヌカイ ト

器
錘

石
石

A区
第V層

16
0 41
2 3g

庶
幅

享
董

サヌカイト

器
，負

石
石

B区
第 V層

雰
残
区
幅

早
壼

粘板岩
磨製

器
？器

石
掻

A区
第 V層

東
幅

享

董

サヌカイ ト

器
器

石
掻

B区
第 V層

32
18

民
陪煙
早
茜

サヌカイ ト

器
器

石
掻

A区
第 V層

反
幅

享

壼

サヌカイ ト

器
鎌

石
石

A区
第V層

サヌカイ ト

器
丁庖

石
石

A区
第 V層

ｒ

３

８

６ ５

，
ａ

α

ａ

残
長
幅
厚
重

粘板岩
紐孔間隔1 7cm

器
丁庖

石
石

A区
第 V層

残
民
幅
百
十
煮

緑色片岩

器
石

石
敲

A区
第 V層

ｒ
６

３

お

長
幅
厚
言

砂岩
敲打痕

口躙
？

製
棒

石
石

B区
第V層

民 (方罵,      4 Zb
幅    235
享(残)  08 緑色片岩

石軽
A区
第V層

長  (残 ,
幅
厘

弥 生 土 器
壷

A区
第Ⅵ層

日径 (復,  とbυ
器高 (残) 58

外
内

新

伯東いか
黄
昔

に
灰
阪

良好 密
頸部に段キ

キ

ガ

ガ

ラ

ラ
ヘ
ヘ

両
面
外
内

器覺
・霊

弥 C区
第Ⅵ層

最大径 (復)177
器高 (残) 50 内)灰 黄褐

断 )とこぶい昔褐
良好 密

外向 :踏板のため調整 4ヽ明、胴 部に宍

内面 :ナデ
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器  種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

弥 生 土 器
壷

A区
第Ⅵ層

胴部径 (復)454
器高 (残 ) 192

外
内
断

衛
貢
黄

黒
灰
灰

良好 密
外面 :ヘラミガキ、流水文、円形浮文
内面 :ナデ

弥 生 上 器
甕

A区
第Ⅵ層

日径 (復 )
器高 (残 ) 内)1こぶい黄褐

蹄 ヽ圧 苦
良好 密

外面 :ナデ、日縁部に弧状の沈線文
内面 :磨滅のため調整不明

弥 生 土 器
甕
C区
第Ⅵ層

器高 (残) 50
外,にふい貢欄
内)灰黄褐
新 )イこぶい苦褐

良好 密
外面 :磨滅のため調整不明
内面 :ナデ、指頭痕 瀬戸内系

弥 生 土 器
鉢
A区
第Ⅵ層

口径

器高
黄
黄

魚
ぶ
ぶ

体
に
に

在
内
新

艮好 密
外面 :ナデ
内面 :ナデ

締
ア
架

一
二 チ ュ

か

ミヽ
十

A区
第Ⅵ層

底径 (復) 46
製 言     ∝ 1囁

/1‐ ,にふ い 頁 橙
内)灰黄褐 良好 密

外面 :ナデ
内面 :ナデ、指頭痕

外面に黒斑

奮
ア
果
車ニチュ
か
ミヽ
十

A区
第Ⅵ層

復径
径
意

日
蔑
深

内)灰黄
1薪ヽ善 想

良好 密
外面 :ナデ
内面 :ナデ、指頭痕

面
部
外
底
黒斑
2ヶ 所の孔

亦 生 土 器
蓋
C区
第Ⅵ層

口径 (復 )
器高

外
内

新

禍
褐
褐

貢
黄
音

い
い
い

か
ぶ
ぶ

に
に
に

良好 密
外面 :ヘラミガキ
内面 :ナデ、指頭痕

頂部に孔

上 製 品
防 錘 車

区ヽ
第Ⅵ層

径
旺
コ
“
一目

良好 密

器
鏃

石
石

A区
第Ⅵ層

照
幅

軍

壼

サヌカイト

器
鏃

石
石

A区
第Ⅵ層

長
幅
厚
舌

3 1
16
06 サヌカイト

器
鏃

石
石

A区
第Ⅵ層

長 (残ノ   31
幅     165
厚     06
重     28貿

サヌカイト

器
鏃

石
石

A区
第Ⅵ層

幅
厚
替

サヌカイト

器
鏃

石
石

A区
第Ⅵ層

業
幅
厚
苦

16
0 55 サヌカイ ト

器
錐

石
石

A区
第Ⅵ層

長
幅
厚
重

サヌカイト

器
錐

石
石

A区
第Ⅵ層

質
幅
厚
雷

サヌカイト

器
錐

石
石

A区
第Ⅵ層

娠庶
幅

厚
重

サヌカイト

器
丁庖

石
石

A区
第Ⅵ層

ｘ
幅
厚
舌

流紋岩 ?
両刃
紐孔間隔2 8cm

器
Ｔ庖

石
石

C区
第Ⅵ層

も

０

８

８５

３
８

０

α

残
庶
幅
厚
重

粘板岩
片刃

弥 生 土 器躯
瓢

器高 (残 )43
外

内

断 褐

伺
色
黄

雫
聖
ど
火

良好 密
外面 :ヘラ描沈線文、刻目突帯
内面 :ナデ 内面に媒付着

弥 生 土 器 側 溝
底径 (復)78
器高 (残 )18

外

'1こ

か い 頁 橙

内)1こぶい黄橙 良好 密
デナ
デ
板
ナ
面
面
外
内 底部外面に本の葉圧痕

51 弥 生 土 器
鉢
A区
撹乱

は径
器高

外
内
新

炊寅
褐 やや不良 密

外面 :ナデ、指頭痕
内面 :ナデ、接合疾

読
ア
哭中ニチュ

卵
ミヽ
＋
嘔
雌

底径
器高(残 ) 拐苦い

貢
黄

ぶ

灰
灰

に

外
内

新
良好 密

外面 :ナデ、指頭痕
内面 :絞 り痕 対で円形の孔

器
鏃

石
石

A優至

側溝

文
幅
厚
重

33
0 55
7 1貿

サヌカイト

器
槍

石
石 側溝

ｘ
幅
厚
重

サヌカイ ト

器
錐

石
石

則溝
幅     115
厚     041 サヌカイ ト

器
剣

石
石

A区
側溝

長
幅
厚
重

山石板
製
粘
磨

器
槍

石
石 撹乱

庶       54
幅     34
厚     135
董     A6og

サヌカイト

器

石刃片
斧
状
石
柱 醒
雌

幅
厚
重

粘板岩 ?

品
石

製石
砥 躯
雌

幅     335
軍     17

器
丁庖

石
石 側溝

０

６

６

９５

５

８

０

■

民
隔

一早
重

れ板岩
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凶
■
岬
恐 器  種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

器

丁庖
石
石

不明

文
幅
厚
舌

緑色片岩
片刃、組孔間隔2 1cm、 両面
ともに未貫通の穿孔痕

器
丁庖

石
石
躯
絲

残
残

員
幅
厚
重

93
04
32 55貿

紐孔間隔2 6cm、 B面剥離のた
め両刃か片刃か不明

器
丁庖

石
石 嘔
鵬

幅(残)  61
厚    053 際痕

石    器
太型蛤 刃石
斧
駆
僻

長
幅
厚
雷

弥 生 土 器
壷

区

Ｄ一
径
径

径
部
部
言

日
頸
胴
果

10 7
26 0
41  15

外
内
断

栂
褐
褐

黄
黄
黄

灰
灰
灰

良好 密
外面 :ナデ、ヘラミガキ、9条の直線文、
扇形文
内面指 :ナデ、指頭痕、接合痕

日縁端部、体部に黒斑

弥 生 上 器
壺

SD―A201 頸部径 (復 )143
器盲 (残Ⅲ 27

外
内

蹄

禍
褐
褐

貞
黄
昔

灰
灰
灰

良好 密

回 :ヘ フ ヽカ キ、廉 荻 共 、夕W爪共 、
十形 文
1面 :ハケメ、ナデ、指頭痕

弥 生 土 器
壺

SD―A201
口径 (復, 204
頸部 (復) H6
器高 (残 )215

外
内

新
褐
伺
黄
褐

い
い
い

か
ぶ
ぶ

げ貯
に
に

良好 密
外面 :簾状文
内面 :ナデ

SD―A201
日径 (復 )
器高(残 )

内)にぶい黄橙 良好 密
外面 :扇形文、簾状文
内面 :ハケメ

弥 生 土 器
SD―A201

日径 (復 ) 234
器高 (残 ) 143

外
内
締

際 頁

灰黄
匠 苦

良好 密
外面 :簾状文、 日縁部に刺突文
内面 :ナデ

頸部に黒斑

弥 生 土 器
壷

A区
SD A201

卸
剤

口
頸
胴
底
哭

倫
径
径
径
意

84
32 8
90

外)R音灰褐
内)暗灰褐
断)暗灰褐

良好 密
外面 :簾状文、円形浮文、ヘラミガキ
内面 :ハケメ

体都下半に黒斑

弥 生 土 器
壺

A区
SD―A201

刊
２
ぉ
９

ｚ

２６

　

３２

，
復
，
う

喉
徴
綾
崚

金
部
径
高

口
胴
底
器

外)にぶい黄橙
内)暗褐
断)

良好 密

外面 :ハケメ、ヘラミガキ、直線文、
日縁部にテU点文
内面 :ハケメ

体部下半に黒斑
口縁外面に煤付着

器豊
・霊

弥
SD―A201

H倫
底径
器忘
) 89 内)褐灰

1蹄
「ヽ下

良好 密

弥 生 土 器
甕
A区
SD―A201

，
復
復
う

暇
徴
徴
銭

径
部
部
高

日
頸
岬
器

15 0
13 1
145
20 6

外
内
断

良好 密
一ア
いア

ナ
ナ
面
面
外
内

ヘラミガキ
外面全体 に煤付着

弥 生 土 器
甕

A区
SD― A201

頸部径 (復 )122
胴部径 (復 )160
器高 (残 ) 217

外)褐灰
内)灰黄褐
断)灰黄褐

良好 宅

外面 :ナデ、ヘラミガキ、ヘラクズリ
指頭痕
内面 :ナデ、ハクメ

弥 生 土 器
重

雖ヽ
SD―A201

日径 (復) 124
器高 (残) n3

か
内
断
にぶい黄
灰

やや不良 宅
外面 :ハケメ
内面 :板ナデ、指頭痕、接合痕

/1h生 正 れ
甕
A区
SD―A201

口径 (復) 140
器高(残) 38

内

隋
灰黄褐
膳 呼 者

良好 密

外由 :すア、ハケメ、 日稼踊部に1余の
ヘ ラ描沈線文
内面 :ナデ

77 弥 生 土 器
甕

:D―A201
口径 (復 )
器高 (残 )

外
内
断

晴 掏

暗褐
陪 膨苦

良好 密

弥 生 土 器
甕
A区
SD―A201

日径 (1
頸部径
胴部径
器高 0

，
復
復
う

外
内
断

褐灰
にぶい黄橙
褐灰

良好 密
面
面
外
内
板ナデ
ナデ

弥 生 土 器
甕

SD―A201 頸部 (
界ｒ
褐
か
責
白

に
明
貶

か
工門
蹄

やや不良 密
外面 :ヘ ラ ミガキ、 日縁端部 に刻 目文
内面 :ナデ

外面に媒付着

弥 生 土 器
甕
A区
SD―A201

′
復
復
ｊ
ｊ

喉
徴
徴
帳
崚

全
部
部
径
高

口
頸
胴
底
器

277
34 0
83
44 0

外〉1こぶい黄褐
内)にぶい黄褐
断)灰黄褐

良好 密
面
面
外
内
ハケメ、ヘラミガキ
ハケメ、ヘラミガキ、ナデ

外面に媒付着

弥 生 土 器 区

Ｄ一

底径     63
器高 (残 ) 38

グト,口三ル(
内)にぶい黄褐
蹄 ヽ庁 苦 堀

良好 密
外面 :ヘラミガキ
内面 :ナデ

底部付近に穿孔

弥 生 土 器
SD―A201

底径     64
器高 (残 ) 50

外,暗灰貢
内)R音灰黄
瞬)黄灰

良好 密
外面 :ハクメ
内面 :板すデ

底部に穿孔

弥 生 土 器 A区
SD―A201

底径    59
器高(残) 40

ム
灰

匝

中
暗

巌

冷
内

障
良好 密

面
面
外
内
ハケメ
ナデ

底部未貫通の穿孔痕

弥 生 土 器
鉢

い
Ｄ．

口径 (復) 168
器高 (残) 62 内 )暗灰 褐

蹄 膳ヽ 庁梱
艮好 密

外面 :ヘラ ミガキ、列点文
内面 :ヘラ ミガキ

弥 生 土 器
鉢

区
Ｄ一

日径 (復)166
器高 (残) 41 内〉暗灰黄情子) 康

やや不良 密
外面 :列点文、日縁端部に刻目文
内面 :ハケメ

亦 生 土 器
鉢

SD―A201
日径 (復)232
器高 (残) 72

/1・ ,にかい頁
内)にぶい黄橙
時 ヽ正 苦

良好 密
外面 :ヘラ ミガキ、6～7条の波状文
内面 :ヘラ ミガキ

亦 生 土 器
鉢

A区
SD―A201

口全 (候
'明部径 (復 )

器高 (残 )

/卜 ,夕 おヽ動
内)黄褐
断 ),吉オ リープ

良好 密
キ

キ

ガ

ガ
ラ

ラ
ヘ
ヘ
面
面
外
内

簾状文

亦生 土 器
鉢
A区
SD―A201

口径 (復 )
器高 (残 )

'卜

,1こか し

内 )にぶ �
断 )にぶ し

良好 密
キ

キ

ガ
ガ

ラ

ラ
ヘ
ヘ

面
面
外
内

祖雑な簾状文

亦 生 土 器
鉢
A区
SD―A201

口径 (復 )
器高(残 )

内

肝
明赤褐 良好 密

外薗 i8条の EttX、 ヘ フ ミガ キ、 口材
瑞部 に扇 形 文
内面 :ヘ ラ ミガ キ

亦 生 上 器
鉢

A区
SD―A201

口径 (復) 277
器高(残) 137

/1・′票個
内)黄褐
隊い苦楊

良好 密
デ
デ
ナ
ナ

面
面
外
内

凹線文
ヘラケズリ

体部外面に黒斑

91 一局 杯
A区
SD―A201

口径 (復) 210
器高 (残) 75

外
内
断

(こか▼

にがし

1こぶし
良好 密

面
面
外
内
ナデ
ナデ

口縁部外面に黒斑

弥 生 土 器
高    杯

A区
SD― A201

日径 (復)280
器高 (残) 75

内

晰
にぶい黄橙 良好 密

外面 :ナデ
内面 :ヘラミガキ
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凶
■
杯
懸 器  種 出土地点 法 量 (CDl) 色  調 焼 成 胎  上 技法の特徴 備 考

弥 生 土 器
高   杯 SD―A201

復
残
径
高
底
器 内)にぶい黄褐

断)褐灰
良好 密

外面 :ヘラミガキ、3条のヘラ描沈線文
内面 :ヘラクズヅ

脚部外面に黒斑

94 弥 生 土 器
水差形土器

SD―A201
日径

器 高 (残 )
内)黄灰
蹄 ヽと=ミ し、警 搭

良好 密
外面 :簾状文
内面 :ナデ、指頭痕

弥 生 土 器
蓋

A区
SD A201

日径 (復) H6
器高    24 内)にぶ彰

断)にぶし
良好 やや粗

一ア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

ヘ ラ描沈線
頂部に孔

０
ア
器

中
ニチュ
い
ミ
土

A区
SD―A201

径
高
日
器

ノ
ブ
一
一

乃
オ

・

仄
灰
か
内
断

良好 密
面
面
外
内
ナデ
ナデ

二  製  品
十 剋 田 殺 5D一 A201

ｃ
厚 周囲を打ち欠いて成形

98
器
鏃

石
石

区
聞

ｘ
幅

厚
舌

サヌカイ ト

99
石
石

器
鏃
A区
SD―A201

康
疇
厚
重

1.5
0 55
2 4宜

サヌカイ ト

器
鏃

石
石

A区
SD A201

15
0 45
1 7α

サヌカイト

石

石

器
鏃
A区
SD A201

長
幅
厚
重

と.5
4.0
2.05g

サヌカイト

器
鏃

石
石

区
聞

東
隔

厚
旨

サヌカイト

石

石

器
鏃
A区
SD A201

庶
幅
厚
き

1.8
05 サヌカイ ト

石

石

器
鏃
区
聞

幅
厚
重

サヌカイト

器
鏃

石
石

区

Ｄ．

東
幅
嘱
舌

28
08 サヌカイ ト

器
丁庖

石
石

区
Ｄ．

(残)  54
07
191

片刃

石 製 品
投   弾

区

Ｄ．

１
７
０
鮎

ｒ
径
径

ズ
中
短
管

中央断面やや円形

器
刃
斧
蛤型

石
太
石

区

♭

庶
幅

縣

重

器

刃
斧
片状

石
柱

石

区
Ｄ．

頻
残
残

区
幅
匡
茜

壷

区

Ｄ．
日径 鯵
器 高 似

にぶい黄橙
筈 匪

やや不良 密
外面 :ハケメ、直線文
内面 :ハケメ、口縁端部に列点文

111
卵 ⊆ 主 藉

壷
区

Ｄ． 器高 (残) 160
タ にふい寅橙
にぶい黄橙
庁

良好 密
外面 :簾状文
内面 :ナデ

器豊
士霊

弥 醒
朗

日径 (復 )
器高 (残 )

朴
内

断

伺
褐
き

良好 密
外面 :ハケメ、簾状文、直線文
内面 :ナデ

器曼
圭霊

弥
睦

Ｄ一
口径 (復 )
器高 (残 )

内
断
責褐
オリーブ黒

やや不良 密
外 画 :ヘ フ ミ

"千
、 日稼 郡 に 紺 格 子 の

直線文
内面 :ハケ メ

弥 ⊆ 主 喬 』
Ｄ一

口径 (復 )
器高 (残 )

冷
内

新

貢
黄
灰
灰
灰

良好 密
外面 :ナデ、直線文
内面 :ナデ、日縁端部に扇形文

弥 生 土 器
壷
B区
SD-8201

口径 (復 )
器高(残 )

内
蹄
暗灰黄
醇 序 善

良好 密
外面 :簾状文、扇形文
内面 :ナデ、指頭痕

重
』
Ｄ．

日径 皓

器高傷

審
為

新

F灰箔
i灰 良好 密

外面 :ナデ、指頭痕
内面 :ナデ

弥 生 土 器
壷

SD―B201 底径 ( 56
知
的
齢

イこかい貢
にぶい黄
告庶

良好 密 キガ
デ

ラ
ナ
ヘ
面
面
外
内 日縁部に組孔

弥 生 土 器
甕

区

Ｄ一

砲
径
修

径
部
高

口
胴
器

復)181
)  120

内
蹄
暗灰黄
苦 序

良好 密
外面 :粗いハケメ、日縁端部に刻目文
内面 :粗いハケメ 内外面に煤付着

弥 生 土 器
甕

〕区
SD-8201

日径 (復 )
器高 (残 )

審
勺

肝

にふい責橙
にぶい黄橙 良好 密

外面 :ヘラミガキ、指頭痕
内面 :ナデ、指頭痕、接合痕

底部外面に籾痕

弥 生 土器
甕
B区
SD-8201

口径 (復 )
器高 (残 )

貢
黄
黄

妄
浅
浅

外
有
斬

良好 密
デ
デ
ナ
ナ

面
面
外
内

体部外面に煤付着
全体につくりは粗雑

弥 生 土 器
甕

B区
SD一B201

H律 (
頃部宅
阿部倉
底径や
器高t

130
162
52
21 1

橙黄
褐
い
黄
ぶ
灰
に
外
内
断

良好 密
外面 :ヘ ラ ミガキ
内面 :ヘ ラ ミガキ

本生 土 器
甕

B区
SD―B201 胴部径 (復)150

底径 (復)  45
架菖 r蒋  ゝ 少nl

黄ぶ
褐
灰

に
黄
黄

外
内
断

良好 密
外面 :ハケメ、ヘ ラ ミガキ
内面 :ナデ

か生 土 器
甕

疇
Ｄ一

日径 (復) 140
器高 (残) 90

外

'次

東褐
内)灰黄
断)灰 白

良好 密
外面 :ハケメ
内面 :ハケメ、指頭痕

口縁部内外面に鉄分付着
内面に煤付着

麻生 土 器
甕

区
Ｄ．

復
残
径
高
口
器

な
内
新

子灰 東

争灰
守灰

良好 密
外面 :ハケメ
内面 :ハケメ、指頭痕
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凶
暑
瞬
懸 器  種 出土地点 法 量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法 の特徴 備 考

弥 生 土 器
甕
B区
SD―B201

口径 (復 )
器高 (残 )

内

断
にボい褐 やや不良 密

外面 :ナデ
内面 :ナデ、指頭痕

弥 生 土 器
甕

』
Ｄ．

口径 (復 )
器高 (残 )

今
勺

新
褐黄い

真
ぶ
灰

本
に
暗

不 良 密
外面 :板ナデ、指頭痕
内面 :板ナデ

弥 生 土 器
SD―B201

底径 (復 )
器高 (残 )

外
内
略

貢

不良 密
面
面
外
内
ヘラミガキ
板ナデ 底部に円孔

弥 生 土 器
SD―B201 脚径

器高 (残 )
内
断
褐灰
にぶい苦格

良好 密
キガラ

明
へ
不

面
面
外
内

か生 土 器
鉢

SD一B201
口径 (復
底径 (復
器高 (残

外
勺

絲

にかい貞橙
にぶい責橙 良好 密

外面 :ヘラミガキ、日縁端部に沈線?
内面 :ヘラケズリ、ヘラミガキ

弥 生 土 器
鉢
8区
SD―B201

保
復
残

在
雰
壁
局

口
底
器

勺 i

断
にボい黄褐 良好 密

外面 :ナデ、ヘラミガキ
内面 :ナデ

か生 土 器
鉢

SD―B201
えｒ
径
言

日
底
祟

為

断

種頁いふ
灰
に
黄

庶
良好 密

外面 :ヘラミガキ
内面 :板ナデ 外面に黒斑

か生 土 器
鉢
B区
SD―B201

底径 (復
器高 (残

60
115
内

蹄

「
手伯
想

具
上京
音

公
灰

庁
良好 密

キ
キ
ガ
ガ

ラ
ラ
ヘ
ヘ

面
面
外
内

亦 生 土 器
鉢
B区
SD―B201

口径 (復 )
器高 (残 )

外)にぶい黄橙
内)1こぶい黄橙
断)灰責

良好 密

グト回 :ハグメ、ヘフ カヽキ、租経/f床
状文、直線文、扇形文、日縁端部に刻
目文
内面 :板ナデ、ハケメ、指頭落

内外面に鉄分付着

亦生 土 器
鉢
B区
SD-8201

口径 (復
器高 (残

内 )R吉灰黄
蹄 苦ヽ呼

良好 密
外面 :ハクメ、ヘ ラ ミガキ
内面 :ヘ ラ ミガキ

高    杯 SD―B201 回径 (復 )
器高 (残 )

か
内
断

真
黄
白

味
淡
灰

良好 密
外面 :ヘラミガキ、凹線文
内面 :ヘラミガキ

弥 生 土 器
高    杯

区

Ｄ．

口径 (復
器高 (残

内)灰黄 やや不良 密
キ

キ

ガ

ガ
ラ

ラ
ヘ
ヘ

面
面
外
内

7条のヘラ描沈線文

器
器畳紘

弥
水 SD―B201

日径 (復 )
器高 (残 )

介
内
断
にぶい黄 良好 名

面
面
外
内
ハケメ、簾状文
ナデ、ハケメ

内外面に鉄分付着

弥 生 土 器
水差形 土器

8区
SD-3201 頃部径 (復)77

外,暗狭伺
内)黄灰
断)黄灰

良好 密
外面 :列点文、簾状文、ヘラミガキ
内面 :ハケメ、接合痕

口縁部内面に鉄分付着

亦 生 土 器 SD-8201 底径
器高

快
復
残

内)暗灰黄
断 ヽ薩 苦

良好 密
外面 :ヘラミガキ
内面 :ハケメ、指頭痕

2対の組孔

器
鏃

石
石

B区
SD-8201

烹
幅
厚
舌

サヌカイト

器
鏃

石
石

区

Ｄ一

ｘ
幅
厚
旨

サヌカイト

器
鏃

石
石

区

Ｄ一

京
幅
厚
舌

16
06 サヌカイト

器
鏃

石
石

区

Ｄ．

幅
厚
重

サヌカイト

器
鏃

石
石

B区
SD―B201

幅     11
厚     05 サヌカイト

器
鏃

石
石

B区
SD―B201

０５
９
娩

３

０

４

幅
厚
童

サヌカイト

器
鏃

石
石

区

Ｄ一

貰
幅
厚
苦

33
12 サヌカイト

器
錐

石
石

区

Ｄ一

庶
幅

厚

帝

16
0 55 サヌカイト

器
器

石
掻

区

Ｄ．
幅
厚
言

サヌカイト

器
丁庖

石
石

B区
SD― B201

ｏ７５
７
本

猿メ
幅
厚
舌

粘板岩
片刃、紐孔間隔2 0cm

弥 生 土 器 A区
SK―A203

日径 (復 )
器高 (残 ) 内 )に ぶ い褐

1肝 匠ヽ 者堀
良好 やや粗

外面 :口縁端部に波状文、体部に直線
文 内面 :ナデ

弥 生 土 器
甕
A区
SK一A203

復
残
径
高
日
器

粛
芸
善

外
内
断

伺
褐
褐

良好 密
外面 :ハケメ、指頭痕
内面 :ハケメ、指頭痕

弥 生 土 器
鉢
A区
SK―A203 底径    80

/1・ ,1こかい貢種
内)にぶい黄橙
断Ⅲ …

良好 密
キガラ

おア
ヘ
ナ

面
面
外
内 外面に黒斑

153 弥 生 土 器
台 付 き鉢

A区
SK―A203 頸部径

器高

に
桂
絡

貢
黄
昔

い
い
い

本
ぶ
ズ

に
に
に

外
内
断

良好 密
キ

キ

ガ

ガ
ラ

ラ
ヘ
ヘ

両
面
外
内 脚台内面ハケメ

弥 生 土 器
鉢

A区
SK―A203

日径 (復 )
器高 (残 )

外
内
断

にふ い黄橙
にぶい黄橙
昔灰

良好 密
外面 :ハケメ、日縁端部に刻目文
内面 :ハケメ

品
石刃

製
片
斧
平
石
扁 区ヽ

SK― A217

ズ
幅
厚
言

弥 生 上 器
甕

区ヽ
SX― A201

日径 (復 )
器高(残 )

外
均

新

に本 い貢
暗灰
暗灰

不 良 狙
外面 :すデ、ハク メ
内面 :ナデ、指頭痕

体部内面 と口縁部に媒付着
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凶
暑
距
番 器  種 出土地点 法量 (on) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

器
鏃

石
石

A区
SX―A201

景
幅
厚
重

サヌカイ ト

土 製 品
紡 錘 車

A区
SX―A202 孔径

弥 生 土 器
蓋

A優こ
SX―A204

日径
器高

か
内
断

種
　
搭

頁
黄

苦

い
い

い
良好 密

外面 :ナデ、ヘラナデ
内面 :ナデ、板ナデ

弥 生 土 器
壼

C区
SX―C201

口径 (復 )
器高 (残 )

分
内
断
にぶい赤褐
にぶい苦搭

良好 密
外面 :ナデ
内面 :ナデ

弥 生 土 器 C区
SX―C201

口径 (復 )
器高 (残 )

今
内

新

体
に
灰

褐黄
御
い
褐

良好 密
外面 :簾状文、直線文、円形浮文
内面 :すデ

弥 生 土 器
壺
C区
SX―C202

日径 (復) 181
器高 (残) 132

か
内

肝

腺
灰

陣
良好 密

面
面
外
内
ハケメ、7～ 10条のヘラ描沈線文
ヘラミガキ

弥 生 土 器 3区
SX―C202 残

径
高
底
器

内

断
黄灰
にぶい搭

やや不良 やや粗
面
面
外
内
ハケメ、3条の亥」目突帯
ナデ、指頭痕 外面に煤付着

弥 生 土 器
甕

ε区
SX―C202

日径 (復 )
器高(残 )

か
内
断

真
灰
責

良好 密

/1・ 向 :アア 、 Z衆 の ヘ フ fa死裸 又 、 半 旬
斜線文、 日縁端部に刻 目文
内面 :すデ

弥 生 土 器
甕

3区
SX―C202

日径 (復 )
器 高 (残 )

外
内
断

に か い 貢 橙

暗灰黄
黄褐

良好 密

/卜 DI:心 余 の ヘ フ抽 売 保 共 、十 1T斜繰 メ 、
日縁端部に刻 目文
内面 :ナデ

弥 生 土 器
甕

3区
SX―C202

径
高
Ｌ
器

内

階

外
灰
庶

個
褐
梱

やや不良 密 文ヽ
メ

ロ
ケ
刻
デ

ハ
に
ナ
部
向
端
面

外
縁
内

5条のヘ フ栖 死稼 X、 日
だ重音Бに多手子し

弥 生 土 器
甕

3区
SX―C202

復
復
残

雀
径
高

日
Ｌ
器

外
均

絲

にふい貢褐
褐灰 良好 密

外 国 :ハグメ
内面 :ナデ、ヘ ラオサエ痕 体部内外面上部から口縁に

かけて煤付着

弥 生 土 器
甕
C区
SX―C202 頸部径

聖 意 r雅 、
内

隋

体
灰
苦

良好 密
外面 :ハケメ、3条のヘラ描沈森文
内面 :ナデ、指頭痕

日縁部か らE El吾卜外 面甲半に
かけて煤付着 、体部 内面に鉄
谷 村 著

弥 生 土 器
鉢

3区
SX―C202

日径 (復) 480
器高 (残) 114 内断

褐灰
にぶい苦精

良好 密
外面 :ハケメ、刻目突帯
内面 :ハケメ

弥 生 土 器
鉢

3区
SX―C202

口径 (復 )
器高 (残 )

外
為

新

火
暗
暗

良好 密
メ
デ
ケ
ナ
ハ
板
面
面
外
内 内外面に煤付着

石

石

器
鏃
ε区
SX―C202

庶
旧

早
童

20
0 55
1 65宜

サヌカイ ト

器
鏃

石
石

,区

SX―C202
烹
幅
厚
舌

サヌカイ ト

石

石

器
鏃
εEE
5X―C202

え
幅
厚
重

サヌカイ ト

器
錐

石
石

,区

,X―C202

ｘ
福
厚
舌

サヌカイ ト

器畳
者霊

弥 区

Ｘ一

，
復
復
＞
う

暇
徴
徴
碩
傍

径
部
部
径
高

日
頸
胴
底
器

196
128
39 6
88
37 A

外)灰褐
内)灰褐
断)灰褐

良好 密

外向 :ヘフミガキ、日稼踊部に1条のコ
線、頸部は制出突帯に2条のヘラ描沈薪
文、肩部は6条のヘラ描沈線文
内面 :ナデ、ヘラミガキ、指頭痕

体部下半に黒斑

176 弥
生 土 器
壺

区
Ｘ一

胴部径 (復 )374
器高(残) 110 内)灰黄橙断 ヽtrミ、、苦 搭

やや不良 密
外面 :ナデ、ヘラ描沈線文
内面 :ナデ、指頭痕 蕨手状の浮文

弥 生 土 器
甕
C区
SX―C203

日径 (復) 224
器高 (残) 73

に
灰
灰

外
内
断

い黄橙

良好 やや粗
/1・ 回 :アア 、 収 部 と月Π剖Sに4余の ヘ フ確
沈線文、 日縁端部 に亥」目文
内面 :ナヂ

弥 生 土 器
鉢
C区
SX―C203

日径 (復) 204
器高 (残) 91

夕十,臣置

内)褐灰
断Ⅲ灰昔拐

良好 やや粗
面
面
外
内
ナデ
ナデ

紡 錘 車 A区
SP―A2143 孔径 (推 )

厚

器
鏃

石
石

区

卜

質
幅
厚
舌

サヌカイ ト

石

石

器
鏃
区
Ｐ一

サヌカイ ト

器
？槍

石
石

区
Ｐ一

ｏ
８５
０
埼

ズ
幅
厚
舌

サヌカイ ト

弥 生 土 器
甕
A区
SK―A302

日径 (復 )
器高(残 )

外
内

断

衛喧
灰
灰

やや不良 密
外 向 ,ハグ メ
内面 :板ナデ、指頭痕

弥 生 土器
鉢   ?

A区
SK―A302 器高(残) 33

外
内
晰

に
に

圧

iい貢欄
Iい赤掲 艮好 密

外面 :ヘラ描沈線文
内面 :ナデ

器
鏃

石
石

A優こ
SK―A302

幅
厚
琶

19
04
1 45g

サヌカイ ト

弥 生 土 器
甕
A区
SK―A304

復
残
径
高
口
器 内 )灰

際Fヽ 匠
良好 宦

外面 :ナデ、指頭痕
内面 :サデ、指頂痕

器
鏃

石
石

A区
SK―A304

ｘ
幅
厚
壼

155
41
1 25g

サヌカイ ト

器豊
士壁

弥 A区
SK―A308

復
残
径
高
日
器

128
38
外
内

断

に小い赤褐
にぶい赤褐 良好 密

外面 :ヘ ラ ミガキ、ヘ ラ描直線文
内面 :ヘラ ミガキ

弥 生 土 器 SK―A308 器 高 (残) 32
分
内

断
にぶい褐
にズい苦幣

やや不良 密
ア́
ア^

ナ
ナ

面
面
外
内

刺突文
外面に煤付着

-108-



凶
号
押
碁 器  種 出土地点 法量 色 調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

弥 生 土 器
蓋

A区
SK―A308

日径 (復 )
器高

内)褐灰 良好 密

/1回 :ア ア 、 茄 言い1了延 に 4余 の ヘ フ 舶 λ
線文
内面 :ナデ、指西痛

頂部に孔

弥 生 土 器
蓋

SK―A308 器高 (残) 15
次
黒
黒

外
内
断

良好 やや祖
外面 :ナデ、頂部付近に4条のヘラ描沈
線文内面 :ナデ 頂部に孔

弥 生 土 器
甕
A区
SK―A308

日径 (復) 272
器高 (残)  65

外
内
断
にぶい黄橙
庁 苦 拐

良好 密
デ
一ア

ナ
ナ

面
面
外
内

3条のヘ ラ描沈線文
外面に煤付着

石
石

器
鏃
区ヽ
SK―A308

幅
厚
雷

2 1
08 サヌカイト

弥 生 土 器
甕

区ヽ
SK―A309

日径 (復) 24.3
器高 (残) 33

外 ,1こ本い寅禍
内)黄灰
断 貶ヽ 白

やや不良 密

外向 :すア、ヘ フ栖況線X、 界4突 X、
日縁端部に刻 目文
内面 :すデ

195 弥 生 土 器
区ヽ
SK―A316 器高(残) 48

外,1こふい寅掏
内)1こぶい責褐
HFrヽ 暗貶苦

良好 密
外面 :ナデ、ヘラ描沈線文、平行斜線
文 内面 :ナデ

196 弥 生 土 器
区ヽ
SK―A319 器高(残) 55 内

蹄
紳顛
蔀

やや不良 密
外面 :ナデ、2条のヘラ描沈線文、刺突
文 内面 :ナデ

弥 生 土 器
壷

区ヽ
SK―A319 器高 (残 ) 39 内

蹄

灰

庁
やや不良 密

外面 :ヘラミガキ、ヘラ描直線文、刺
突文    内面 :ヘラミガキ

弥 生 上 器
鉢
A区
SK―A319

口径 (俣 ,
嵐径
器高

外
内

断
灰 白
庁 白

良好 密
外面 :ハクメ、指頭痕
内面 :ナデ、指頭痕

体部下部から底部にかけて
煤付着

石

石

器
鏃
A層こ
SK―A319

幅
早

サヌカイト

土 製 品
紡 錘 草

A優こ
SK―A320 子し径 (推 )

軍

石

石

器
鏃
A区
SK A320

幅
早

サヌカイト

石

石

器
棒
A区
SK―A320

庶
陪怪
早
議

緑色片岩

弥 生 土 器
壷

A区
SK―A330

口径 (復 )
器高 (残 )

内

断
橙
にぶい絡

やや不良 密
キ

キ

ガ
ガ

ラ

ラ
ヘ
ヘ

面
面
外
内

削出突帯 日縁部に紐孔

弥 生 土 器
壷
A区
SK―A330

口径 (復 )
器高 (残 )

ぉ

８

‐６

■

外
内

断

ふ
ぶ
ぶ

良好 密

外向 :ヘ フ ミガ千、削出宍帝に3粂以上
のヘ ラ描沈線文
内面 :ヘ ラ ミガキ

日縁 部 に紐 子L

弥 生 土 器
壷
A区
SK―A330

復
残
径
高
口
器

外
内
奸

に か い 貢

オリーブ 良好 密
キ

キ

ガ

ガ
ラ

ラ
ヘ
ヘ

面
面
外
内

2条のヘ ラ描沈線文

弥 生 土 器
ミニチュア土器

A優こ
SK―A330

底径   34
器高 (残)41

内

蹄
黄灰 良好 密

デ
デ
ナ
ナ

面
面
外
内

弥 生 土 器
甕
A区
SK―A330

日径 (復) 166
器高 (残) 84

外
内

肝
黒褐
苦 匠

やや不良 密
外向 :すテ、日稼端部に琢Jtt X、 顎郡
に3条のヘ ラ描沈線文
内面 :すデ

弥 生 土 器
甕
A区
SK A330

口径 (復 ) 244
器高 (残 ) 70

外
均

新

(こふ�

にぶ�
にぶし

やや不民 密
デ
デ
ナ
ナ

面
面
外
内

頚部に7条のヘラ描沈線文

弥 生 土 器
甕
A区
SK―A330

口径 (復) 146
器高 (残) 77

内

断
にぶい黄褐 良好 密

デ
デ
ナ
ナ

面
面
外
内

石

石

器
鏃
A区
SK一A330

幅     15
享     04
壼      07

サヌカイト

石
石

器
鏃
AE至

SK―A330

東
幅

享

茜

サヌカイト

石

石

器
鏃
区ゝ
SK―A330

罠
常埋
早
護

ナヌカイト

弥 生 土 器 〕区
SK-3305 嵐径

器高 (残 )

外,にかい頁鞭
内)灰黄
断 醇ヽ 者

良好 密
外 国 :ヘ フ ヽカ キ 、 月 耶 に 1余 の ヘ フ継
沈森文
内而 :績ナデ、指函痛

弥 生 土 器
壷

〕区
SK―B305 器高(残) 635 内)青灰

蹄  ヽ匪
良好 密

外面 :細かいヘラミガキ、頸部に刻日
突帯内面 :細かいヘラミガキ

弥 生 土 器
壷

3区

SK―B305 器高 (残 ) 60
外 ,にふ い東種
内 )灰 白 良好 密

‥
帯
向
突
面

外
と
内

ア ア 、顎 郡 に b余のヘ フ輌 きπ褐

ヘ ラ ミガキ

弥 生 土 器
甕

3区

SK―B305
日径
器高
復) 186
残) 137 内)暗灰黄断 圧ヽ 苦

良好 密

/1回 :似ア ア 、 淑 珀 に 1余 f/pヘ フ舶
“

湧

文、日縁端部に刻目文
丙話 姉十デ

弥 生 土 器
壷

C区
SK―C301

径
高
日
器
復

残 内)にぶい黄橙
断)にぶい黄悟

良好 やや粗
面
面

外
内
ナデ、顕部に段
磨滅のため調整不明

弥 生 土 器
養
C区
SK―C301 器高 (残) 245

黒
黒
苦

外

内

断
やや不良 密

一ア
デ
ナ
ナ

面
面
外
内

6条以上のヘ ラ描沈線文

石 製 品
管   玉

C区
SK―C301

径
径

ｘ
孔
直
奮

石

石

器

鏃
C区
SK―C304

業
幅
厚
者

サヌカイト

器
鏃

石
石

C区
SK― C307

幅
厚
重

1 65
04
1 45宜

サヌカイト

222
器
錐

石
石

区

Ｋ．

幅(残 )
厚
舌

サヌカイト
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器  種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

石

掻
器
器
嘔
ＳＫ．

幅
厚
重

ナヌカイ ト

器
鏃

石
石

区
Ｋ一

19
03 サヌカイ ト

器畳
と霊

弥 C区
SK―C313 器高 (残 ) 77

外
内
断

かい頁橙
ぶい黄橙
ぶい黄橙

良好 やや粗
外面 :ナデ、ヨコとタテ方向の刻目突
帯文 内面 :ナデ

弥 生 土 器
壷
C区
SK―C316 器高 (残) 47 か内

蹄

口
と
Ｒ 良好 密

空
面
∴蓄〒チ安

のヘラ描沈線文、刺突

弥 生 土 器
甕
A区
SX A301

日径 (復 )
器高 (残 )

外,黒褐
均)暗灰黄
析)賠灰黄

良好 密 賞咎 翻 程
娯`部

228 弥 生 土 器
甕
A区
SX―A301 底径 (復) 95

雲 言 rた ヽ ,と n

隊
灰
圧

朴
勺
断

やや不良 粗
外面 :ナデ、頸部に3条のヘラ描沈線文
内面 :すデ 体部に媒付着

弥 生 土 器 A区
SX―A302 器高 (残) 117

/1・ジにかい頁種
内)にぶい責橙 やや不良 密

外向 :�かいヘ フ
沈線文、刺突文
内面 :細かいヘ ラ

ガキ、2条のヘ ラ栖

ガキ

土 製 品
紡 錘 草

A区
SX―A302

径
径
孔
厚

丁寧 に磨 いている

弥 生 土 器
壷
A区
SX―A303 器高(我) 79

外
内
断

工い貢橙

良好 密

な 国 :ハグ メ 、 ヘ フ船 亮 繰 X、 翠」宍 X、
刻目を施す貼付突帯
内面 :ナデ

石

石

器
鏃
A区
SX一A303

ｘ
幅
厚
重

サヌカイ ト

器
鏃

石
石

A区
SX―A303 ナヌカイ ト

淋 生 土 器
蓋

区

Ｐ．

口径 (復 )
器高 (残 ) 内)暗灰黄

断  ゝ ―
良好 やや祖

デ
デ
ナ
ナ

面
面
外
内

繰刻文
頂部 に孔

亦生 土 器 C優至
壁断面SP

器高 (残) 50
心 い寅種
ぶい黄橙
・にぶい黄裾

良好 密
冷 回 :アア 、 ヘ フ船 π 線 共 、 刻 日を 施
す貼付突帯
Å誘 手デ

休生 土 器 区
日

復
残
径
高
底
器

内
蹄

く頁

やや不良 密
外面 :ハケメ
内面 :ナデ 底部外面 に木 の葉圧痕

弥 生 土 器
蓋
C区
SP―C315

口径 (復) H0
器高    11

つ
わ
締

貞
黄
灰

良好 密
面
面
外
内
ナデ、線刻文
ヘラミガキ 頂部に孔

石    器
大型蛤 刃石
斧

A区
SP A304

幅
厚
昔

粘板岩 ?
両刃

239 石  製  品
皿
A区
SP―A3198

頻
残
文
幅

早
護

砂岩

石  製  品
台    石

区

卜

痛

軍
舌

66
67 砂岩

器
鏃

石
石

A区
SP―A3190

烹
幅
厚
舌

24
0 55 サヌカイ ト

242 弥 生 土 器
甕
A区
SD―A301

口径 (復) 177
器高 (残) 94 内)灰黄褐

蹄 Bヽ=呼憑
良好 密

外面 :ヘ ラ ミガキ、頸部に段
内面 :ヘ ラ ミガキ

器豊
一霊

弥
SD―A301

口招Ё(仮リ
顕部径 (復 )
器 吉

`舜

】

テ 貢
褐
灰
黄
暗
灰
灰

良好 密
外面 :ナデ、指頭痕、頸部に段
内面 :ナデ、指頭痕

弥 生 土 器 A区
SD―A301

日径 (復 )
器高(残 )

子灰 頁

電黄褐 良好 密
外面 :ナデ、頸部に段
内面 :ナデ、指頭痕

弥 生 土 器
壷

区
Ｄ一

，
復
う

碩
徴
銭

径
部
高

口
頸
器

お

隣
ぶい黄
苦

良好 密
外向 :ヘ フ ミガキ、削出突語に1条のヘ
ラ描沈線文
内面 :ヘ ラミガキ、指頭痕

口縁部に紐乳、外面に煤付
着、内外面に鉄分付着

弥 生 土 器
壷

区
Ｄ．

日径 (復) 144
器高(残) 71

ハ

陪

灰貢
灰黄
灰

やや不良 やや粗 徐畏
:アア 、月u田宍帝 に 1余 の ヘ フ栖 ダ

内面 :ナデ

器豊
・電

弥 A区
SD A301

日径 (復) 141
器高(残) 81

広

閑
)灰黄
庁ヽ 苦

不良 やや粗
外向 :ヘ フミガキ、3条のヘ ラ稲泥繰又
内面ナデ 日縁部に紐 孔

弥 生 土 器
甕

区ヽ
SD―A301

復
残
径
高
日
器

/1・,晴灰
為)灰
折)灰

不良 密
外国 :ハグメ、1余のヘ フfBπttX、 日
縁端部に刻 目文
内面 :十デ

外面に媒付着

弥 生 上 器
甕

Eヽ豆

SD―A301
野

雲

部

言
≧(復)174

外,″《
Å)灰
析)灰

良好 密

な 回 :アア 、 Z余の ヘ フ船 亮 裸 X、 日稼
端部に刻 目文
内而 :ナデ  指函痛

弥 生 土 器 A区
SD A301

底径 (復) 65
器高(残) 70 勺)に ぶい黄褐

好 線ヽ げ
良好 密

おア
デ
ナ
ナ
面
面
外
内 指頭痕

底部に穿孔

弥 生 土 器
甕
A区
SD―A301

復
残
径
高
日
器

外
内
断

頁次
灰
首

良好 やや祖
外 国 :ナア、3条のヘ フ稲死繰 Xと 刺探
文、 日縁端部に刻 目文
内面 :ナデ

弥 生 土 器 区
Ｄ．

底部    69
器高 (残 ) 725

外
内

新

にふい黄褐
にぶい黄褐
匠

やや不良
密 痕頭指一ア

デ
ナ
ナ

面
面
外
内

外面一部に煤付着
底言昼に穿子L

弥 生 土 器
蓋

区
Ｄ．

口径 (復 )
器高

内)にぶい黄
断】庶苦

良好 密
外面 :ナデ
内面 :ナデ 頂部 に孔

弥 生 土 器
鉢

区

Ｄ．

日径
器高 (残 )

内

隋
灰黄褐
苦 匠

やや不良 密
画
面
外
内
ナデ、2条のヘラ楢き沈線文
ヘラミガキ、指頭痕

弥 生 土 器
鉢

区

Ｄ．

口径 (復 )
器高 (残 )

分
内
断

ノ
ブ
ブ

一
一
一

コ
オ
オ

体
灰
灰

艮好 密
面
面
外
内
ヘラミガキ、2条のヘラ描沈線文
ヘラミガキ(磨滅著しい)

土 製 品
紡 錘 車

A区
SD―A301

孔

厚
径 (推 )
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凶
暑
師
懸 器  種 出土地点 法量 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

器
鏃

石
石

A区
SD―A301

業
幅
厚
舌

サヌカイ ト

石
掻

器

器
A区
SD一A301

幅
厚
重

29
0 13
19 8貿

サヌカイ ト

亦 生 土 器
壺

A区
SD―A302

ｃ
笈
坐
島

口
底

器

候
復
残

隊
灰
灰

な
内
断

艮好 密
外面 :ヘラミガキ、1条のヘラ描沈線文
内面 :ヘラミガキ 外面下半に黒斑

亦 生 土 器
壷

A区
SD―A302

口径

器高
復) 134
残) 72

/「りにかい貢橙
内)灰黄 良好 密

外面 :ヘラミガキ、3条のヘラ描沈線文
内面 :ヘラミガキ

口走柔吉5に糸■ttL

か生 土 器
甕

区
Ｄ一

径
部
高

口
頸
器

暇
猟
院

―

庚

―

勺)にぶい橙
肝 ″ヽ 苦

良好 密

外 国 :アア 、 Z余の ヘ フ抽 π 裸 又 、 日豚
端部に刻目文
丙 市  十 デ  指 前 FH

日縁部外面から体部外面上
半にかけて煤付着

262 か生 土 器
甕
A区
SD―A302

径
高
口
器
復

残

”］け峙麟蜘吋蜘］

良好
密
冷「I:ハグメ、4余のヘ フInλ裸共、 日
像端部に刻 目文
内面 :ナデ

体部外面に黒班、日縁ぶ内面
から体部内面に煤付着

263 亦生 土 器
甕

区
Ｄ．

ｔ
歎
聖
Ｓ

Ｈ
頸
果
壬(復)230
r残】 9 tj

良好
密

向 :秋すア、4条のヘ フ栖況線X、 日
1端部 に刻 目文
面 :ナデ

日縁部から体部下半にかけ
て煤付着

亦生 土 器
甕
A区
SD一A302

径
高
口
器
復
残 良好 密

外 薗 :ハグ メ 、 4余の ヘ フ輌 尻 繰 天 、 日
縁端部に刻 目文
丙面 :すデ

265 甕
区

Ｄ．

径
部
高

日
頸
器

，
復
ｊ

峨
菫
崚

朴,黄褐
勺)暗灰黄
断)H吉灰昔

良好 密

/r回 :ハグメ、4余 のヘ フ櫛

“

Ifa共 、 日

縁端部に刻 目文
内雨 :ナデ

頸部と体部内面上半に煤付
着

266 亦 生 土 器
甕

A区
SD―A302

口径

器高

復

残

/r,暗灰伯
勺)灰黄 良好 密

外面 :ハケメ、日縁端部に刻目文
内面 :ナデ

亦 生 土 器
A区
SD―A302

底径     94
器高 (残 ) 54

判 に か い 頁 橙

為)にぶい黄橙
締 薩ヽ 苦 楊

良好 密
面
面
外
内
ハケメ
ナデ

底部に穿孔

弥 生 土 器
蓋
A区
SD―A302

復
残
径
高
口
器

橙黄
掏
い
貞
ぶ

・

人
に
今
内
新

良好 密
面
面
外
内
ハクメ
ナデ

器
錐

石
石

A区
SD―A302

幅
厚
意

サヌカイ ト

亦 生 土 器 A区
SD―A303

口径 (復 )
器高 (残 )

内)にぶい黄橙
新 ),マ

不民 やや粗
外面 :ナデ、指頭痕、頸部に段
内面 :ヘ ラミガキ

士霊
A区
SD―A303

口 径

器高

復

残 勺)にがい黄
新うにぶい昔悟

やや不良 密

外
ラ
ハ

:ヘ フ ミガ キ 、 日」出 宍 ,に Z余 の ^
沈線文

器畳
士堕

亦 A区
SD―A303

径
部
高

口
頸
器

フ
復
う

喉
頚
峨

外,灰黄
内)灰黄
断〕責灰

良好 密
外面 :ナデ、ヘラミガキ、削出突帯
内面 :ナデ、指頭痕

口縁外面一部に鉄分付着

器畳
士霊

赤 A区
SD―A303

α
獣
聖
Ｓ

日
頸
器

暖
菫
院
腹)95
1  70

伯
褐
亦
赤
い
い
か
ぶ
匠

に
に
き

外
内
断

良好 密
み向 :ヘ フ ミガキ、同」出突付に1粂のへ
ラ描沈線文
均面 :ヘラ ミガキ

口縁部に紐痕

亦 生 土 器 A区
SD―A303

日径

器高
内)橙
蹄  ヽ_

良好 密 ヘラ描沈線文
日縁にlヶ所組孔、体部中半
～下半にかけて黒斑

弥 生 土 器
甕
A区
SD―A303

日径 (復) 171
器高 (残 ) 75

71・ ,暗灰禍
内)暗灰褐
断)灰

良好 密
外面 :ヘラミガキ、2条のヘラ描沈線文
内面 :ヘラミガキ

器豊
士電

弥 A区
SD―A303 器高 (残 ) 45

外 ,に か い種
内)黄灰
断)灰黄

良好 やや相
外面 :すデ、4条のヘラ描沈線文、連弧
文  内面 :ナデ

弥 生 土 器
鉢
A区
SD―A303

日径

器高
内)に ぶい褐
断 )オ リーブ褐

良好 やや粗
外面 :剥離著 しく調整不明
内面 :板ナデ

弥 生 土 器
甕
A区
SD―A303

径
高
口
器
復

残

外,H苗灰貢
内)黄褐
断)黄灰

良好 やや粗
外 国 :ア ア 、 も余 t/pヘ フ 畑 先 稼 共 、 日 豚
端部に刻目文
内面 !ナデ、指函蕉

体部外面全体に煤付着

弥 生 土 器
甕
A区
SD一A303

日径

器 高
復) 218
残) 236

埒
内

断
暗灰黄
康オリーブ

良好 密
外向 :すブ、3条のヘ フ栖πttX、 日縁
端部に刻 目文
内 面 iヘ ラ さガ キ  指 面 痛

弥 生 土 器
蓋

区

Ｄ一

径
高
日
器

恭らう(
内)灰
新〕 灰

良好 密
面
面
外
内

キ

キ

ガ
ガ

ラ

ラ
ヘ

ヘ
紐孔 2ヶ 所

弥 生 土 器
蓋

区
Ｄ．

口径
器高

外,に か V
内)にぶ�
断うにズし

良好 密
面
面
外
内

ヘラミガキ
ヘラミガキ 頂部に孔

弥 生 土 器
蓋

A区
SD一A303

日径 (復) 118
器高    32 内)黄褐

rlr、  _
良好 密

外面 :ヘ ラ ミガキ
内面 :ヘラ ミガキ 内外面に鉄分付着

弥 生 土 器
蓋

区

Ｄ一

日径 (復)H4
器高    34

ノ
ブ
一
一

И
オ

・

ム
灰
冷
内
新

良好 密
外面 :ナデ、ヘラミガキ、指頭痕
内面 :ナデ、指頭痕

石   器
石 棒 ?

A区
SD―A303

幅
厚
重

粘板岩
磨製

器
鏃

石
石

A区
SD―A303

民       lZ
幅     08
享     023 サヌカイ ト

石

石

器
鏃
区

Ｄ一

Ｘ
幅

一早
壼

サヌカイト

287
石

石

器

鏃
区
Ｄ一

15
0 45
1 85R

サヌカイ ト

弥 生 土 器 区
Ｄ．

日径
器 高

復
残 内)灰 オ ツーブ

断  ヽ圧
やや不良 名

キ

キ

ガ

ガ
ラ

ラ
ヘ
ヘ

面
面
外
内

頸部に段

289 弥 生 土 器
菱

3区

SD―B302
径
高
日
器
復

残

橙
橙
褐

ふ
ぶ
ぶ

外
内
断

良好 密

/1回 :ヘ フ ミカ キ 、 淑 剖もに 家 、 口豚 茄
部に沈線
内面 :ヘ ラ ミガキ

弥 生 土 器
壷

B区
SD―B302

口径

器高

復

残

外,‖古言隊
内)黄褐
断】昔褐

やや不良 やや粗
外面 :すデ、頸部に段
内面 :すデ
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器  種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

弥 生 土 器 〕区
SD―B302

，
復
う

限
徴
崚

径
部
高

日
頸
器

外
内

附

橙
ブ
ブ

貢
一
一

い
り
，

本
オ
ナ

に
灰
匝

良好 密
外面 :ヘラミガキ、2、 3条のヘラ楢沈
線文内面 :ヘラミガキ

外面に黒斑 、内外面に鉄分付
着

292 弥 生 上 器
重

区
Ｄ一

BΠ青い推
底径 (
器盲 (

得

り

ヽ

外
内
断

狭
灰
灰

良好 密

/1・lH:ヘ フ ヽカ キ、自」出宍 行 、則 H∫ に
段
丙 話  十 ギ

底部に籾痕、外面に黒斑

器豊
一軍

弥 区
Ｄ．

日径 (復) 156
器高 (残) 435

外
内
新

くテq
て黄褐 やや不良

やや粗 外面 :ヘラミガキ、頸部に段
内面 :ヘラミガキ

弥 生 土 器
壺

区

Ｄ．

口径 (復) 131
器高 (残) 52

こふい伯
こボい褐
7苦

良好 密 禽露:父多ミ雰華ヽ
削出突帯 日縁音[イ野と子L

Иヽ生 主 蔀 』

Ｄ．
日径 (復 )
器高 (残 )

灰
灰
灰

暗
暗
暗

外
内
新

良好 やや粗
/1・画 :ヘ フ ミ

"千
、 同り出 失 行 に 1余の ^

ラ描沈線文
内面 :ナデ

区

Ｄ一

口径 (復 )
器高 (残 )

内)灰
新)灰オ リープ

やや不良 密
外面 :ヘラミガキ、2条のヘラ描沈線文
内面 :ヘラミガキ

弥 生 土 器
重

区
Ｄ一

器高 (残) 27 内)灰黄
蹄 ヽどr黛 し、き 搭

良好
密
外薗 :ケテ、3条のヘ フ稲抗縁更、竹管
文
内面 :ナデ

弥 生 土 器
壷

区
Ｄ一

器高 (残) 37 内

痛
にボい橙
″ 昔 想

良好 密
外面 :ハケメ、ヘラ描沈線文
内面 :ナデ

器批
一霊

弥 区

Ｄ．
器高 (残) 40

外
内
断

貢灰暗
灰
灰

良好 宿 符鳳猿全
ラミガキ、ヘラ描沈線文、平

内面 :ナデ

弥 生 土 器 区
Ｄ．

器高 (残) 28 為

新

仄真
灰
庁

良好 密 作丹療宴
フミガ千、ヘフ種ЯttX、 半

る面 :すデ

弥 生 土 器
甕
B区
SD―B302

口径 (復 )
器高 (残 )

冷
均

新
こぶい黄
こぶい搭

やや不良 やや粗

弥 生 土 器
甕

区

Ｄ一

日径 (復) 27.2
器高 (残) 93

為

絲
良好 密

外
斜

六

:フ ア、4余ワヘ フ抽先 H・4共、+1可
文、 日縁端部 に刻 目文
:ナデ

弥 生 土 器
蓬

区
Ｄ一

口径 (復 )
器高(残 )

↑
凋
新
にぶ い褐
搭

艮好
密
/r回 :アア 、 4条の ヘ フ袖 π 裸 又 、 烈昧
文、日縁端部に刻目文
丙 蒜  +デ

弥 生 土 器
奄

区
Ｄ一

日径 (復) 200
器高 (残) H7 内

断
外

内
断

掏頁
灰
灰

良好 密 文ヽ
ク
刻
デ

ハ
に
す

‥
倣
叩

向
端
面

外
縁
内

1条 のヘ フ栖 況繰 天 、 日
全体に煤付着

弥 生 土 器
甕

区

Ｄ．

日径 (復 )
器高 (残 ) ブ一

黄
リ

仄
灰
オ

良好 密
外
端
内

:アア 、 Z余の ヘ フ輌 π 裸 天 、 日材
に刻目文
:ナデ

弥 生 土 器
甕
B区
SD―B302

日径 (復 )
器高 (残 )

内

階

ム
灰

″

嘔
市晴
眸

良好 密

/卜回 :ヘ フ ミ刃 キ 、Z余の ヘ フ tD“裸 共 、
日縁端部に刻目文
内面 :すデ

内面に鉄分付着

弥 生 上 器
甕

区

Ｄ一

日径 (復) 290
器高(残) 34.9

外
為

絲

にぶい橙
灰褐 やや不良 密 文ヽ

ク
刻
デ

ハ
に
す

‥
部
回
端
面

外
縁
内

Z条のヘ フ稲 況 rDRx、 日
底部に穿孔、初痕

弥 生 土 器
甕

区
Ｄ一

日径 (復 )
器高 (残 )

な
内
時

黄

き
良好 やや祖

各 国 :ハグ メ 、 Z条の ヘ フ 袖 狂 課 X、 日
縁端部に刻 日文
内面 :すブ 指市痛

底部に穿孔、煤付着

309 弥 生 土 器
甕

区

Ｄ．

口径 (復) 292
器高 (残)344 内

蹄
にぶい黄 良好 密

ント「
I:ハ グ メ 、 4余の ヘ フ 舶 彊 繰 米 、 日
縁端部に刻目文
内面 :ヘラミガキ、指函落

盛部内面に炭化物付着

弥 生 土 器
甕

区

Ｄ一

喉
徴
瞼
俄

律
部
径
高

Ｈ
胴
盛
器

)2075
7.7
25.9

ブ一

自
オ
白

灰
灰
灰

外
内
断

良好 密
外面 :ヘラミガキ、3条のヘラ描沈線文、
日縁端部に刻目文
内面 :ヘラミガキ、指頭痕

体部に鉄分付着

弥 生 土 器
蓬

区
Ｄ一

日径 (復
器高 (残

外
内
断
褐
責

良好 密
グト四 :アア 、 4衆の ヘ フ舶 蔦 泳 共 、 日稼
端部に刻 目文
内面 :ナデ

外面全体に煤付着

か生 土 器
甕

区

Ｄ一

日径 (復
底径 (復
器高 (残

トノ頁灰
Ч)灰黄
斤)灰苦

良好 密
外面 :ナデ
内面 :ハケメ、指頭痕 内外面に鉄分付着

上 製 円 板
区
Ｄ一Ｂ

最大径   8.8
厚(残)  13

貢
黄
灰

狭
灰
責

良好 密
外面 :ナデ
内面 :ナデ

いて円盤化 )、 底部に木の

亦 生 土 器 区

Ｄ一

底径    70
器高(残) 23 内

昨
灰黄 良好

密 デ
いア

ナ
ナ

面
面
外
内 底部外面に木の葉圧痕

弥 生 土 器
高 杯 ?

区

Ｄ一

底径    76
器高 (残) 47 殉

新

貢
灰
灰
黄
灰

やや不良 やや粗
外 薗 :ヘ フ ヽガ キ 、 宿 駅 及
内面 :ナデ、指頭痕 甕蓋?

弥 生 土 器
鉢

B区
SD-3302

口径 (復) 317
器高 (残) 97

外
内
断
にぶい褐
灰昔楊

良好 密
キ

キ

ガ

ガ
ラ

ラ
ヘ
ヘ
面
面
外
内 外面に黒斑

弥 生 土 器
鉢

区

Ｄ一

日径 (復) 228
器高 (残) 65

外
内
晰

明 亦 個

にぶ い褐
BFH苦綴

やや不良 密
外面 :ナデ、日縁部に段 ?
内面 :剥離のため調整不明 外面に黒斑

弥 生 土 器
不    明

区
Ｄ．

底径 (復) 19.5
器高 (残) 46

か
内
断
灰黄
にぶい責

良好 密

外 国 :アア 、 消 限 及 、 グ ア と ヨ コ万 同
の2条のヘラ描沈森文
丙 雨  十 ギ  指 市 造

弥 生 土 器
鉢

区

Ｄ一

日径 (優 )
哄径 (復 )
器高 (残 )

内
昨
にぶし 良好 密 ア^

一ア

ナ
ナ
面
面
外
内

指頭痕
細かいヘラミガキ 片 日、外面に黒斑

弥 生 土 器
蓋

区

Ｄ一
日径碗
器高骸

外
内

蹄

にふい貢褐
責褐 良好 やや粗

外El:ヘ フ ミガキ、宿唄沢 、1条 のヘ フ
騰沈線文
為面 :ヘラミガキ、指頭痕

土 製 品
紡 錘 車 SD―B302 径

Ｅ
孔
厘

丁寧に磨いている

石

石

器
鏃

区
Ｄ一

幅
厚
重

16
04
1 lg

サヌカイ ト

器
鏃

石
石

区
Ｄ一

蕪
幅
厚
苦

16
04 サヌカイ ト

石
石

器
鏃

B区
SD―B302

彙
幅
厚
重

サヌカイ ト

器
鏃

石
石

区
Ｄ一

幅
厚
重

サヌカイ ト
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凶
暑
押
懸 器  種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

器
錐

石
石

区

Ｄ．

彙
幅
厚
霞

12
04
1 052

サヌカイト

器
明

石
不

区

Ｄ．

幅
厚

粘板岩
磨製

本 製 品 区Ｄ一
長
幅
厚

鍬未製品

木 製 品 区Ｄ一
文
幅
厚

板材

木 製 品 区Ｄ一
幅

回
鼠返し未製品?

弥 生 土 器 C区
SD―C301

日径 (復 )
器高 (残 )

外
内

時

に か い 東

にぶい黄
産 苦

良好 密
な画 :ヘフミ刀キ、Rj劇失待に1余のへ
ラ描沈線文

332 弥 生 土 器
甕
C区
SD―C301

日径 (復)145
器高 (残) 48

外
内

断

仝
灰

呼
良好 密

外面 :ナデ、2条のヘラ措沈線文
内面 iナデ

333 弥 生 土 器
甕
C区
SD―C301

日径 Ч民,  ltJ 4
底径 (復) 74
果恵

`残

Ⅲ 夕11

外
為

新
褐
褐

衡
黄
黄

黒
灰
灰

不良 やや粗 文ヽ
ア
ロ
デ

す
刻
ナ
‐ンに

向
部

面

外
端
内

Z粂のヘ フ稲 況 i9RX、 口籾 体部内面上半に黒斑、内外面
とも体部上半に煤付着

弥 生 土 器
甕
C区
SD―C301

胴部径 (復)212
底径 (復) 70
器高 (残)222

外)灰黄褐
内)黄褐
断)黄褐

良好 密 文ヽ

ヽ

いア
ロＨ
おア

ナ
刻

ナ
，ゥト
‥

面
部

面

外
端
内

6条のヘラ描沈線文、口縁

指頭痕、接合痕

弥 生 土 器
壷

区
Ｄ．

日径 軍夏,

顕部径

器高 (残 )

↑
内

新

貞
浅
浅

良好 密

外向 :� かいヘ フ ミガ千、2条のヘ フ程
沈森文
内面 :ナデ

器豊
士霊

弥 C区
SD―C302

口径 (復) 162
器高 (残) 60

内

断
オリーブ黄
灰オリーブ

良好 密
外 国 :ヘ フ ヽカ キ、ン余 のヘ フ釉 充継
内面 :ヘ ラ ミガ キ

弥 生 土 器
壷

区

Ｄ．

日径 Ч冥,  Z10
頸部径 (復)120
器高 (残) 88

外
均

新

1こふ ヤ`貢
灰黄
にぶい黄

良好 密

外血 :ヘ フミガキ、 日縁短部 に1条 の況
線
内面 :ヘ ラミガキ、指函痕

弥 生 土 器
甕
C区
SD―C302

口径 (復)246
器高 (残 ) 75

内

隋
にぶい褐
熊 呼 警

不良
密

外 薗 :ゲア 、 3余の ヘ フ稲 瓦 繰 XZ帝 、
平行斜森文、 日縁端部に刻 目文
内面 :すデ

弥 生 土 器
甕

区
Ｄ一

日径

器高(残 )

外
内
断

責灰
褐灰
灰黄

良好 やや粗
外面 :ハケメ、1条のヘラ描沈森文
内面 :ナデ

弥 生 土 器
甕

区
Ｄ一

日径 (復) 219
器高(残) 189

外
内
断

橙
橙
橙

黄
黄
黄

い
い
い

ぶ
ぶ
ぶ

に
に
に

良好 やや粗

/1・ 回 :アア、Zttt/7ヘ フ舶先体共、 1■ 官
文、 日縁端部に刻 目文
内面 :ナデ

弥 生 土 器
甕

区
Ｄ．

日径 (復 )
底径 (復 )
器高 (残 )

外
内
断

灰黄褐
にぶい黄
にぶい黄

良好 やや粗

外 向 :アア 、 3条の ヘ フ袖 ■ 裸 X、 口材
端部に刻目文
内面 :ナデ、指頭痕

弥 生 土 器
甕

区

Ｄ一

口径 (復 )
器高(残 )

外
為

新

にふい貢
浅黄
にぶい黄

良好 密

ダト回 :ア ア 、 Zttυ〃ヘ フ 舶 九 裸 共 、 日 榜
端部に刻 目文
内面 :ナデ

弥 生 土 器
甕

区
Ｄ一

口径 (復) 354
器高(残) 241

内

断
にぶい黄橙
に採いき搭

良好 密 端部に刻日文
内面 :ナデ、指頭痕

弥 生 土 器
甕
C区
SD―C302 顕部径

器高 (残Ⅲ

内

断
褐灰
序警楊

良好 密 体部外面全体に媒付着

弥 生 土 器
甕

区

Ｄ一

口径 (復) 226
器高 (残) 405

外
内
断

橙貢いふ
自
白

に
灰
灰

やや不良 やや粗
外血 :ナテ、 1粂のヘ フ栖允深 X、 日楊
端部に刻 目文
内面 :ナデ

弥 生 土 器
甕

区

Ｄ．

口径 (復 )
器高 (残 )

内

蹄
暗灰褐
筈 想

良好 密
外面 :ナデ、日縁端部に刻目文
内面 :ナデ 外面に黒斑

弥 生 土 器
菱

区

Ｄ．
頸部径 (復 )
器高 (残 )

勺|

賄
責灰 良好 密

外面 :ナデ、指頭痕
内面 :ナデ、指頭痕

口縁か ら体部下半に煤付着

弥 生 土 器
甕

区

Ｄ．
器高 (残 ) 49

か
内
疇
褐灰
に ズ ぃ 音 搭

やや不良 密
デ
おア

ナ
ナ

面
面
外
内

8条のヘラ描沈森文
指頭痕

弥 生 土 器
C区
SD―C302

底径     72
器高 (残) 56

内
断
にぶい黄
苦 序

やや不良 密
外面 :ナデ、指頭痕
内面 :ナデ、指頭痕

底部に穿孔

弥 生 土 器
鉢

区

Ｄ．

口雀 (復,  Z50
底径 (復) 91
器高 (残) 1665

71‐

'湧
東橙

内)浅黄橙
断)褐灰

良好 密
外面 :ヘラミガキ、指頭痕
内面 :ヘラミガキ、指頭痕

底部に黒班、日縁から胴部に
かけて媒付着

弥 生 土 器
蓋

区

Ｄ一

口径 (復 )
器高

内)黒褐 良好 密
外面 :ヘラミガキ、6条の装飾突帯
内面 :ナデ 頂部に孔

弥 生 土 器
蓋

区

Ｄ一

日径 (復)119
器高    305 良好 密

面
面
外
内
ヘラミガキ
ヘラミガキ 頂部に孔、内面に黒斑

弥 生 土 器
蓋

区

Ｄ．

日径 (復 )
器高(残 )

外
内
新

仄
白
黄

言
灰
浅

やや不艮 猛
外面 :ナデ、端部に2条の沈線
内面 :ナデ

弥 生 土 器
蓋

区

Ｄ．

底径 (復 )
器高(残 )

内

隔
ぶい橙 やや不良 やや粗

外面 :ナデ
内面 :ナデ 端部に組孔

器
鏃

石
石

C区
SD―C302

長
幅
厚
重

サヌカイト

器

錐
石

石
C区
SD―C302

幅
厚

サヌカイト
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2 第 1遺構面全景 (西より)
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2 第 1遺構面・ A区 (東より)
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2 第 2遺構面全景 (西より)
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刊 第 2遺構面全景 (東より)

か

Ⅲ́輩̀}

2.第 2遺構面・A区北西部 (南西より)
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1 第 2遺構面・ A区南西部 (西より)

2 第 2遺構面・ A区南東部 (東より)
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1 第 2遺構面・ B区 (南東より)

2 第 2遺構面・ C区 (東より)
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刊 SD一 A201(北 よ り)

2 SD一 A201遺物出上状況①
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l SD― A201遺物出土状況②

2 SD― B201(北東より)



図
版
１０
　
ｈ退
構
硼

堅 |・
♯中

'

l SD― B201遺物出土状況①
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2 SD― B201遺物出土状況②
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l SD― A201・ B201(南東より)

2 SD― C201(南より)
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